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Ⅰ 調査の概要

１ 趣旨・目的
学習指導要領において身に付けることが求められている基礎的・基本的な知識及び技能や思考

力，判断力，表現力等に関する学力の定着状況を把握するとともに，児童生徒の学習に関する意
識や学び方などの学習状況を把握する。

また，各学校に全県的な傾向との比較・分析などを通じて，自校の課題を明確にさせ，問題解
決的な学習活動を取り入れるなど教員の指導法改善を図るとともに，児童生徒の学力向上を図る。

２ 調査の対象学年，学級等
(1) 県内全ての公立小学校第５学年，中学校第１，２学年の全学級の児童生徒を調査対象とする。

ただし，複式学級を有する学校においては，履修していない内容を調査から除外して実施する。
なお，小・中学校における特別支援学級の児童生徒については，該当学年の学習内容を履修し
ていない教科・内容を調査から除外して実施する。

(2) 特別支援学校においては，該当学年の学習内容を履修している児童生徒を調査対象とする。
学 校 種 学 年 実 施 校 調査児童生徒数

小学校（小学部） 第５学年 ４８４校 １３，５４１人

中学校（中学部） 第１学年 ２０９校 １２，８６４人
第２学年 ２０６校 １２，４１２人

※ 本調査に関わる調査問題，報告書等において，義務教育学校の第７学年を中学校第１学年，
義務教育学校の第８学年を中学校第２学年，義務教育学校の前期課程を小学校，後期課程を
中学校と読み替えることとする。

※ 調査対象学年に在籍者がいない学校は除く。
※ 調査児童生徒数は１教科でも学力調査を実施した児童生徒の総数を示す。各教科の調査人

数は，欠席等により異なる。

３ 調査の内容
学力調査

主として「基礎・基本」に関する内容と，主として「思考・表現」に関する内容で出題し，
調査対象教科の学力の定着状況（当該学年の１２月終了程度までを範囲とする）について調査
する。調査対象教科は以下のとおりである。
【小学校（小学部）】 第５学年 ・・・ 国語，社会，算数，理科
【中学校（中学部）】 第１，２学年 ・・・ 国語，社会，数学，理科，英語
学習状況調査（児童生徒質問紙）

質問紙により，調査対象者の学習に関する意識や学び方などの学習状況について調査する。
学校質問紙調査

学力向上の取組，校内研修の状況について調査する。

４ 調査の実施時間
学力調査

小学校（小学部） ４５分（調査票の配布・説明等５分，調査時間４０分）
中学校（中学部） ５０分（調査票の配布・説明等５分，調査時間４５分）

学習状況調査
小・中学校(小・中学部) １５分（調査票の配布・説明等５分，調査時間１０分）

５ 調査の実施日
学力調査 令和４年１月１８日（火）・１９日（水）
学習状況調査 令和４年１月１８日（火）～２０日（木）

６ 調査の採点及び結果の集計・分析
(1) 各学校は，自校の児童生徒の調査について採点・集計を行い，当該市町村教育委員会へ報告

する。また，集計結果をかごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムに登録する。自校の調査結果に
ついては，保護者に対して説明責任を果たすとともに，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム
の速報結果も参考にしながら，その後の指導方法等の改善に生かす。

(2) 各市町村教育委員会は，管下の学校の調査結果を集計し，県教育委員会へ報告する。自市町
村の調査結果については，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの速報結果も参考にしながら，
自市町村の学力向上や指導法改善への取組に生かす。

(3) 県教育委員会は，調査結果を集計・分析し，県全体の学力の定着状況や学習状況について公
表するとともに，指導方法の工夫改善の参考となる資料を作成し，各学校に配布することによ
り，各学校の学力向上への取組を支援する。
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Ⅱ 結果の概要

１ 実施の状況

【学力調査】 令和４年１月１８日（火）・１９日（水）に実施

○ 「基礎・基本」と「思考・表現」に関する内容の調査

・ 小学校第５学年（国語，社会，算数，理科）

・ 中学校第１・２学年（国語，社会，数学，理科，英語）

※本調査の設定通過率を「基礎・基本」８割，「思考・表現」５割，全体の通過率

を７割に設定し，調査問題を作成。

【学習状況調査】令和４年１月１８日（火）～２０日（金）

○ 児童生徒の学習に関する意識や学び方などに関する調査(質問紙)

【学校質問紙調査】

○ 学力向上の取組，校内研修の状況，家庭・地域との連携等に関する調査

【実施校数】

小学校４７２校，中学校１９７校，義務教育学校９校，特別支援学校５校，県立１校，

計６８３校

２ 学力調査の結果（確定）
（１）平均通過率［％］

〔令和３年度〕 ※ は，７０％以上。 は，６５％以上７０％未満。

国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語

小５ 全 体 ７２．３ ７９．９ ７０．６ ７３．１

中１ 全 体 ７３．６ ７０．３ ６６．０ ６９．４ ７１．５

中２ 全 体 ７７．３ ６６．８ ７０．２ ６８．６ ６０．４

（参考）

〔令和２年度〕

国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語
小５ 全 体 ７５．１ ７５．５ ６９．４ ７４．９
中１ 全 体 ７８．７ ６４．４ ７４．８ ７０．３ ６８．０
中２ 全 体 ７６．７ ６７．６ ６７．０ ７０．８ ５７．８

〔令和元年度〕

国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語
小５ 全 体 ７３．６ ７２．２ ７６．７ ８１．２
中１ 全 体 ７９．６ ６４．９ ７１．３ ６４．８ ６７．９

中２ 全 体 ７４．５ ６１．２ ６０．７ ５８．０ ６１．０

〔平成３０年度〕

国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語
小５ 全 体 ６０．１ ７２．９ ７２．８ ５４．６
中１ 全 体 ６１．９ ６２．２ ５９．７ ５９．２ ７３．３
中２ 全 体 ６７．６ ５１．２ ６０．８ ５０．３ ５１．７
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（２）結果から分かること

ア 毎年度，主として，本調査の設定通過率を「基礎・基本」８割，「思考・表現」５割，全体

の通過率を７割に設定し，調査問題を作成している。

令和２年度の調査では，全体の通過率が７割を超えた教科が，１４調査中８教科であったが，

令和３年度の調査では，１４調査中９教科と増えた。本調査開始の平成２５年度以降で，１年

社会と２年数学で初めて目標の７割を超えた。

イ 「基礎・基本」の問題に関しては，学習指導要領において身に付けることが求められている

基礎的・基本的な知識・技能に関する問題等を出題した。各教科において，例えば，次の問い

の通過率が改善した。

・ 国語（小５）ことわざ 91.2％（Ｒ２ 57.1％）

・ 社会（中１）EUの統合 82.2％（Ｒ２ 69.0％）

・ 数学（中１）絶対値の意味 77.8％（Ｒ２ 68.5％）

・ 数学（中２）等式の変形 69.7％（Ｒ２ 63.6％）

・ 理科（中２）化学変化 91.6％（Ｒ元 71.0％）

・ 英語（中１）複数の名詞の聞き取り 88.7％（Ｒ２ 59.6％）

ウ 「思考・表現」の問題に関しては，文章と図，表，グラフ，資料等を関連付けたり，根拠を

基にして自分の考えを記述したりする問題，習得した知識・技能を日常生活の場面で活用して

いく問題等を出題した。各教科において，例えば，次の問いの通過率が改善した。

・ 国語（中２）文章と図表を結び付けて考える 89.8％（Ｒ２ 72.6％）

・ 社会（中２）日本の領域 76.5％（Ｒ２ 56.4％）

・ 算数（小５）速さ 59.5％（Ｒ２ 41.9％）

・ 数学（中１）平均値 83.9％（Ｒ２ 77.7％）

・ 数学（中２）中央値による説明 66.8％（Ｒ２ 38.0％）

・ 理科（中１）密度による物質の同定 74.8％（Ｒ２ 65.8％）

・ 英語（中２）英文の概要把握 76.3％（Ｒ２ 63.0％）

エ 全体的な結果を見ると，通過率が目標の７割を超えた科目が増加しており，これまでの取
組の成果が表れていると考える。

また，学年，教科ごとに見ると，中１数学，中１理科，中２社会，中２理科，中２英語は
目標の７割に届かなかったことから，指導方法の一層の改善等，取組の徹底が求められる。
特に，中２英語については，基本的な文法を使いこなす問題の通過率が低かったことから，
基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図るための指導改善が求められる。
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３　地区別の平均通過率

【語句の説明】

「標準偏差」は平均値を基準とした，データのちらばり具合を表した数。

「中央値」はデータを大きい順に並び替えたときに，ちょうど真ん中に位置する値。

【例１】 【例２】

県全体 県全体

平均値（％） 73.0 平均値（％） 70.0

中央値 74.0 中央値 75.0

標準偏差 9.0 標準偏差 15.0

参加者数（数） 1300 参加者数（数） 1300

　(1) 小学校第５学年

県全体 鹿児島市 鹿児島 南薩 北薩 姶良・伊佐 大隅 熊毛 大島

平均値（％） 72.3 71.8 70.8 72.1 73.6 72.9 72.5 77.9 70.8
中央値 73.3 72.0 72.0 73.6 73.9 73.8 72.8 79.2 73.7

標準偏差 9.7 6.7 10.5 9.5 8.8 11.6 9.8 8.0 10.2

参加者数（人） 13518 5178 637 943 1603 2039 1870 348 900

平均値（％） 79.9 78.3 79.3 82.2 80.3 79.9 82.3 84.2 80.3
中央値 82.5 80.1 80.2 85.2 82.5 83.7 81.5 85.2 83.3

標準偏差 8.2 6.7 7.3 6.4 7.9 10.2 8.1 7.4 8.5

参加者数（人） 13481 5169 634 905 1586 2054 1871 350 912

平均値（％） 70.6 69.3 69.5 71.4 72.2 71.7 71.5 76.6 68.3
中央値 72.2 69.8 68.8 71.9 75.0 73.8 71.8 80.6 71.1

標準偏差 11.1 7.4 11.2 10.3 9.1 13.4 10.6 9.3 13.3

参加者数（人） 13472 5172 635 908 1585 2045 1870 348 909

平均値（％） 73.1 72.2 74.3 72.6 74.5 74.0 73.5 77.5 71.1
中央値 75.6 72.6 74.6 75.6 77.4 76.9 74.0 79.8 77.1

標準偏差 10.2 8.1 9.2 8.9 9.3 12.4 9.7 10.3 11.4

参加者数（人） 13541 5180 636 945 1610 2043 1873 350 904

　今回，各地区の平均値のみではなく，標準偏差と中央値を示しました。各地区においては，平均値
のみでは把握しきれない児童生徒の実態を考察し，今後の指導に生かしていただきたいと考えます。

A B

国語

社会

算数

理科

平均値と中央値がほぼ同じで，標
準偏差も小さいため，度数分布で表
したとき，ちらばりの幅の少ない山
になり，平均値付近に児童生徒が多
いことが分かる。

中央値が平均値より上にあり，標準偏
差も大きいため，平均値以上の児童生徒
が多いことを表している。度数分布で表
した時，ちらばりの幅が大きい裾野の広
い山になる。
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　(2) 中学校第１学年

県全体 鹿児島市 鹿児島 南薩 北薩 姶良・伊佐 大隅 熊毛 大島

平均値（％） 73.6 74.2 73.4 73.0 73.4 73.0 73.4 76.6 71.9
中央値 73.7 73.6 74.8 71.8 73.2 73.2 74.0 76.0 73.1

標準偏差 6.8 6.6 9.6 6.0 4.4 3.5 5.4 4.2 8.6

参加者数（人） 12813 4886 651 908 1473 1966 1736 291 902

平均値（％） 70.3 70.8 71.6 69.1 68.1 69.9 69.3 74.1 72.9
中央値 71.3 71.0 75.2 68.7 71.1 69.5 67.7 73.2 75.9

標準偏差 9.1 7.0 12.0 7.1 7.4 5.9 8.9 9.3 10.7

参加者数（人） 12762 4910 656 892 1442 1984 1674 291 913

平均値（％） 66.0 67.4 67.0 64.4 63.8 65.1 64.2 67.3 67.6
中央値 66.7 68.0 68.5 65.0 64.5 67.2 65.2 66.7 68.9

標準偏差 8.5 7.3 8.7 6.6 5.9 6.0 7.2 6.0 12.4

参加者数（人） 12684 4884 650 888 1433 1962 1669 289 909

平均値（％） 69.4 69.9 69.1 69.2 67.6 69.3 69.0 76.4 69.1
中央値 71.0 71.3 72.0 70.1 70.3 70.0 69.5 74.1 71.2

標準偏差 8.0 6.8 10.7 5.7 5.7 6.2 6.9 3.5 10.2

参加者数（人） 12864 4911 650 907 1480 1983 1738 292 903

平均値（％） 71.5 72.9 75.5 70.0 70.9 71.7 68.9 70.6 67.4
中央値 72.1 72.9 76.3 70.2 72.4 70.9 69.9 72.2 70.9

標準偏差 10.0 8.2 15.1 4.7 6.4 7.9 7.4 6.4 13.5

参加者数（人） 12660 4883 651 855 1431 1971 1668 289 912

　(3) 中学校第２学年

県全体 鹿児島市 鹿児島 南薩 北薩 姶良・伊佐 大隅 熊毛 大島

平均値（％） 77.3 78.1 76.8 77.1 76.2 76.5 76.8 80.8 77.3
中央値 77.6 78.2 78.3 77.3 78.3 76.7 76.8 83.1 77.4

標準偏差 6.4 5.0 8.4 4.4 6.1 5.7 4.6 5.0 7.9

参加者数（人） 12396 4599 617 869 1508 1871 1806 306 820

平均値（％） 66.8 67.4 68.9 65.8 68.1 66.2 63.1 73.2 67.7
中央値 67.4 67.5 70.0 66.4 69.6 66.0 64.8 72.9 68.8

標準偏差 9.5 7.4 11.8 8.7 6.4 5.0 8.3 10.2 12.4

参加者数（人） 12309 4585 618 850 1495 1880 1760 301 820

平均値（％） 70.2 71.4 69.2 69.3 70.5 68.1 70.2 71.5 69.3
中央値 70.5 72.1 70.6 71.0 70.5 69.3 71.4 66.1 69.5

標準偏差 9.9 7.7 9.9 8.5 5.4 6.6 7.4 12.5 14.8

参加者数（人） 12286 4576 615 843 1493 1869 1766 301 823

平均値（％） 68.6 69.3 70.6 71.1 68.2 67.1 66.8 69.2 68.2
中央値 68.8 69.2 75.1 69.4 68.7 67.2 67.2 69.4 69.6

標準偏差 8.2 6.6 10.6 6.8 7.0 6.8 6.4 6.2 10.0

参加者数（人） 12417 4630 619 868 1507 1863 1806 307 817

平均値（％） 60.4 61.4 59.9 59.2 59.6 61.3 58.6 65.1 58.8
中央値 60.4 61.9 59.9 60.0 58.7 61.5 58.7 61.3 60.9

標準偏差 8.6 6.7 10.9 6.5 6.0 7.2 7.1 5.6 12.0

参加者数（人） 12267 4569 616 843 1488 1872 1760 300 819

社会

国語

英語

理科

数学

理科

英語

国語

社会

数学
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Ⅲ 本調査の活用の仕方

(1) 問題の内容や自校の平均通過率，無解答率等を学校全体で共有する。

(2) 自校の成果や課題から要因となった取組を明らかにし，改善策を検討する。

※ 本調査は単に対象学年の状況のみを問うものではないため，校内で指導法を共有する際には，

学年・教科を超えて行う。特に，学校全体で課題を共有するために，各教科等の年間指導計画

の中に重点事項として，取組内容等を位置付ける。

１ 自校結果の把握と分析

□ 県全体の平均通過率を踏まえた，領域や単元ごとの通過率や無解答率の状況に関する分析

※ 「Ⅴ(1) 各教科の平均通過率と受検者の正答数分布（県全体）」（p.11～）やかごしま学

力向上支援Ｗｅｂシステムの分析機能を活用しましょう。

※ 校内研修等で「Ⅴ(2) 各設問の分類と

平均通過率」（p.12～）に自校の教科全体

の平均通過率を記入し，全体の傾向をつか

むようにしましょう。

また，リーフレット版を活用し，児童生

徒の確かな学力の育成に努めましょう。

２ 自校結果の活用

□ 「学びの羅針盤（p.2，22）」の活用

□ 他校の実践や取組からの学び

※ 市町村教育委員会等と連携を図り，成果の上がっている学校の授業参観を行うなどして効

果的な取組を学び，児童生徒の実態に合わせて自校化しましょう。

□ 改善に向けた取組の年間指導計画への位置付け

※ 意図的・計画的な指導を行うために，年間指導計画の中に改善を要する取組を位置付けま

しょう。

□ 補充指導の充実

※ 当該単元での指導直後だけでなく，必要に応じて学年を超えて定着度を確認したり，個に

応じた補充指導をしたりするなど学校全体（教科全体）で取り組みましょう。

□ 「Ⅴ(3) 各教科の授業改善の視点」（p.13～）及び「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム」

に掲載されている評価問題の活用

□ 児童生徒質問紙や学校質問紙の結果分析と指導方法改善
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３ 本調査結果を生かした年間指導計画例

国語 年間指導計画 第５学年
○○小学校

※ 指導計画に自校の平均通過率，県平均との差，重点項目を朱書き（表中：太字）したもの。

【指導計画見直しのサイクル】
よりよい授業を構想するためには，実践に基づいた指導計画を立てる必要がある。また，指導計画は授業

を行った後に適切な評価を行うなどして，改善していかなければならない。そのためには，「計画（Plan）」（年

間指導計画，単元の指導計画・評価計画，１単位時間の指導計画・評価規準）―「実施（Do）」（本時の授業）

―「評価（Check）」（授業の評価）―「改善（Action）」（計画の見直し）のサイクルを下図のように繰り返し

ながら，絶えず見直し，改善していくことが大切である。評価に際しては，本調査の積極的な活用を図る。

・ 学習指導要領及び学習指導要領解説（文部科学省）の熟読，教科書の研究

・ 学校，地域，児童生徒の実態把握，学校の教育課程の理解

・ 教材研究，教材開発，指導法研究等

年間指導 単 元 の 本 時 の 本 時 の 授 業 の
計 画 指導計画 学習指導案 授 業 評 価

(Plan) (Do) (Check)
鹿児島学習定着度調査

改 朱 Web ｼｽﾃﾑ 補 全国学力・学習状況調査

善 書 の活用 充 Web ｼｽﾃﾑ評価問題など

(Action)
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Ⅳ  各教科の全体平均通過率

中２

中１ 69.5% 71.9% 70.3%

67.6% 65.2% 66.8%

中２ 77.8% 76.7% 77.3%

小５ 82.8% 74.2% 79.9%

全体

社会 基礎・基本 思考・表現 全体

72.3%

中１

　以下，教科ごとに調査実施学年の全体平均通過率を示しており，本県の総合的な学力
の定着状況の概要を，教科・学年ごとに把握することができる。

小５ 74.0% 69.5%

73.4% 73.8% 73.6%

国語 基礎・基本 思考・表現72.3% 73.6% 77.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小５ 中１ 中２

平均通過率（国語）

79.9%

70.3% 66.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小５ 中１ 中２

平均通過率（社会）

 本調査では，設定通過率を「基礎・基本」８割，「思考・表現」５割，全体の通過率を７割

に設定し，調査問題を作成している。 

  本年度の調査では，設定通過率７割を超えた教科が１４調査中９教科と，昨年度より１教科

増えた。 

中１社会，中２社会，中２英語は基礎・基本の問題に課題があり，小５算数，中１数学，中

２数学，中２理科，中２英語は思考・表現の問題に課題が見られる。 
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68.2% 71.5%

中２ 63.0% 56.4% 60.4%

中１ 73.2%

中２ 77.6% 50.5% 68.6%

英語 基礎・基本 思考・表現 全体

小５ 79.0% 65.3% 73.1%

中１ 72.7% 62.9% 69.4%

56.8% 70.2%

理科 基礎・基本 思考・表現 全体

中２ 76.9%

中１ 75.8% 49.3% 66.0%

小５ 77.2%

算数・数学 基礎・基本 思考・表現 全体

57.4% 70.6%

70.6% 66.0% 70.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小５ 中１ 中２

平均通過率(算数・数学)

73.1% 69.4% 68.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小５ 中１ 中２

平均通過率(理科)

71.5%

60.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

中１ 中２

平均通過率(英語)
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Ⅴ 結果の詳細について（授業改善のポイント）

(1) 国語の平均通過率と受検者の正答数分布

中２
77.8%
76.7%
77.3%

小５ 中１

73.6%

74.0%
69.5%
72.3%

73.4%
73.8%

学年別平均通過率
基礎・基本
思考・表現

全体

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

１５

問

１６

問

１７

問

１８

問

１９

問

２０

問

２１

問

２２

問

正答数（全体）の分布

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

正答数（思考・表現）の分布

小学校第５学年【国語】

62.6%

66.2%

75.5%

74.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

知識及び技能

内容・領域別平均通過率

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

正答数（基礎・基本）の分布

○ 内容・領域別に見ると，読むことに関して通過率が高くなった。無解答率に関し

ても昨年度同様に低く，最後まで粘り強く設問に取り組み，解答している児童が多

いことがわかる。 
○ 「知識及び技能」の通過率は７４％であり，目標値である８０％に届かなかった。

特に，大問２の二の主語を問う問題が４５．４％，大問２の三の修飾語を問う問題

が４８．５％と通過率が低かった。 
〇 「話すこと・聞くこと」の領域に関する設問の正答率が低かった。大問４の三の

２の複数の資料を関係付けて答える設問の正答率が，全設問の中で一番正答率が低

く，３６．３％であった。複数の情報を関係付けて考える問いを授業の中に設定し

ていく必要がある。 
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大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

知識及
び技能

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小４ ○ ○ 90.3% 0.7% 0.0% 0.0%

2 2 小５ ○ ○ 97.2% 0.2% 0.0% 0.0%

3 1 小４ ○ ○ 51.6% 2.2% 0.0% 0.0%

4 2 小４ ○ ○ 72.5% 3.3% 0.0% 0.0%

5 1 小３ ○ ○ 73.7% 3.9% 0.0% 0.0%

6 2 小３ ○ ○ 77.3% 1.7% 0.0% 0.0%

7 1 小３ ○ ○ 90.0% 0.1% 0.0% 0.0% 　ことわざの意味を理解している
か。

8 2 小４ ○ ○ 84.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　慣用句の意味を理解しているか。

9 二 小２ ○ ○ 45.4% 0.0% 0.0% 0.0% 　文の中での主語と述語の関係につ
いて理解しているか。

10 三 小３ ○ ○ 48.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　文の中での修飾と被修飾の関係に
ついて理解しているか。

11 1 小５ ○ ○ 90.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　目的や場に応じて，適切な敬語を
使うことができるか。

12 2 小４ ○ ○ 83.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　接続語の果たす役割を理解してい
るか。

13 3 小３ ○ ○ 93.7% 0.1% 0.0% 0.0% 　手紙の形式を理解しているか。

14 一 小５ ○ ○ 68.9% 0.3% 0.0% 0.0%
　説明文の論の進め方について，筆
者の書き方の工夫を捉えることがで
きているか。

15 1 小５ ○ ○ 67.3% 0.1% 0.0% 0.0% 　目的に応じて，必要な情報を見付
けることができているか。

16 2 小５ ○ ○ 72.9% 2.9% 0.0% 0.0%
　事実と感想，意見などとの関係
を，叙述を基に理解することができ
るか。

17 三 小５ ○ ○ 92.7% 0.6% 0.0% 0.0% 　目的に応じて，必要な情報を見付
けることができているか。

18 一 小４ ○ ○ 50.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　目的をもって相手に質問し，必要
な情報を集めることができるか。

19 二 小４ ○ ○ 78.0% 2.0% 0.0% 0.0%
　必要な情報を集めるために，重要
な語句を判断しながらメモに書き留
めることができるか。

20 1 小４ ○ ○ 59.0% 4.5% 0.0% 0.0%
　話の中心的な部分が明確になるよ
うに構成を考え，発表することがで
きるか。

21 2 小５ ○ ○ 36.3% 3.5% 0.0% 0.0% 　情報と情報の関係について理解す
ることができるか。

22 3 小４ ○ ○ 66.2% 7.2% 0.0% 0.0%
　自分の考えとそれを支える理由や
事例との関係を明確にして，書き表
し方を工夫することができるか。

問題数 14 8 3 1 4 14

出題割合 63.6% 36.4% 13.6% 4.5% 18.2% 63.6%

74.0% 69.5% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0%

計

3

4

一

三

四

2

二

(2)　各設問の分類と平均通過率
国語(小学校第５学年）

出題の意図

1

一

二

設問

出題学年

内容領域別

　学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読んだり，書いたりす
ることができるか。

県平均通過率

　日常使われている簡単な単語につ
いてローマ字で表記されたものを読
んだり，書いたりできるか。

校内通過率問題内容別

三

0.0%72.3%
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(3) 国語（授業改善の視点） 

    ア 出題について 
・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 説明文を中心としながら，「書くこと」もしくは「話すこと・聞くこと」と関連

させた複合的な問題を，授業展開を意識して出題。 

     ・ 複数の情報を関係付けて答える設問を出題。 

・ 「構成」を問うような設問を出題。 

・ 文章中の言葉（叙述）を根拠として取り上げ，自分の考えを説明する設問を出題。 

 

    イ 特徴ある問題から 
         小５：４の三の２ 

     指導事項：情報と情報の関係について理解することができる。 

 
    通過率：３６．３％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 

 

 

 

 

ウ 授業改善のポイント 

〇 複数の情報を関係付けて答えるような発問を行う。日常の授業では，A 児の意見 

と B 児の意見，C 児の意見を出し，どこが共通していて，どこが異なるのかを検討 

する場面を位置付ける。 

    〇  国語以外の教科でも，グラフなどから何が分かるかについて文章化させる。 

 

調査の結果から，複数の情 
報を関係付けて答える問題が

苦手であることが分かった。

発表原稿の内容（文章）と，

スライドの内容（グラフ）を

関係付けて，答えることがで

きていなかった。 
令和３年度の全国学力・学

習状況調査問題２の三と，類

似した内容であるが，その際

の正答率は３７．７％であっ

た。 
これらのことから，複数の

情報を関係付けて答える問

題は，課題が継続していると

考える。特に今回は，グラフ

から必要な情報を読み取る

問題であったため，グラフ等

の詳細な読み取りに課題が

あるのではないかと思われ

る。 

 

 

 表とグラフを関係付けて考え，発表原稿の内容に当てはまる
言葉を抜き出す問題。 

 

（
解
答
）
人
と
の
ふ
れ
あ
い 

スライド３ 
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(1) 社会の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 82.8% 69.5% 67.6%
思考・表現 74.2% 71.9% 65.2%

全体 79.9% 70.3% 66.8%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国土の様子

農業

水産業

工業

運輸・貿易

内容・領域別平均通過率

小学校第５学年【社会】

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は８２．８％と高く，定着が十分図られ

ている。ただし，国土に関する用語（「領土」）を問う問題のみが５４．０％と低い。

児童にとっては難しい言葉が多いため，丁寧に説明するとともに，小テスト等を行う

など，確実に定着を図るための工夫が必要である。 
 
○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は７４．２％と概ね定着が図られている

が，雨温図の特徴を説明する問題やグラフの変化から農家が行っている工夫を考える

問題の通過率は低くなっている。雨温図については，どこに着目すればいいかなど，

ポイントとなる部分に児童が自ら気付けるような指導の工夫が必要である。 
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社会(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

地形
・

気候
農業 水産業 工業 貿易

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

1 (1) 小５ ○ ○ 77.8% 0.8% 0.0% 0.0% 　世界の大陸を正しく理解して
いるか。

2 (2) 小５ ○ ○ 74.5% 0.4% 0.0% 0.0% 　我が国の領土やその位置につ
いて理解しているか。

3 (3) 小５ ○ ○ 54.0% 4.9% 0.0% 0.0% 　国土に関する重要語句を理解
しているか。

4 (4) 小５ ○ ○ 84.8% 2.1% 0.0% 0.0% 　地球上の位置を表す仕組みを
理解しているか。

5 (1) 小５ ○ ○ 95.6% 0.9% 0.0% 0.0%

6 (2) 小５ ○ ○ 75.6% 0.3% 0.0% 0.0%

7 (3) 小５ ○ ○ 60.0% 2.3% 0.0% 0.0% 　各都市の気候の特色を説明で
きるか。

8 (4) 小５ ○ ○ 78.3% 1.2% 0.0% 0.0%
　気候の特色と，家の作りの工
夫の関連を考えることができる
か。

9 ア 小５ ○ ○ 98.0% 0.2% 0.0% 0.0%

10 イ 小５ ○ ○ 94.8% 0.5% 0.0% 0.0%

11 ウ 小５ ○ ○ 74.6% 0.5% 0.0% 0.0%

12 (2) 小５ ○ ○ 58.3% 2.7% 0.0% 0.0%
　米の生産量と消費量が減少している
事実から，農家が行っている工夫を考
えることができるか。

13 りんご 小５ ○ ○ 95.9% 0.2% 0.0% 0.0%

14 みかん 小５ ○ ○ 74.8% 0.2% 0.0% 0.0%

15 (4) 小５ ○ ○ 64.0% 3.2% 0.0% 0.0%
　資料から外国産のものの値段が安いこと
を捉え，生産者の立場から，困ることにつ
いて説明できるか。

16 ① 小５ ○ ○ 74.6% 3.4% 0.0% 0.0%

17 ② 小５ ○ ○ 69.5% 4.1% 0.0% 0.0%

18 (2) 小５ ○ ○ 89.9% 0.3% 0.0% 0.0% 　資料から正しい情報を読み取
ることができるか。

19 (3) 小５ ○ ○ 88.3% 0.3% 0.0% 0.0% 　調べた事実を比較して共通点
を見いだすことができるか。

20 (1) 小５ ○ ○ 96.0% 0.8% 0.0% 0.0% 　太平洋ベルトについて理解し
ているか。

21 (2) 小５ ○ ○ 68.7% 3.9% 0.0% 0.0%
　なぜ，工業地帯・地域が海沿
いに多く立地しているのか，そ
の理由を説明できるか。

22 (3) 小５ ○ ○ 91.6% 1.2% 0.0% 0.0% 　図中のグラフから必要な情報を正し
く読み取ることができるか。

23 (1) 小５ ○ ○ 81.7% 3.0% 0.0% 0.0%
　自動車工場が膨大な部品の在
庫を持たないようにするための
工夫について説明できるか。

24 (2) 小５ ○ ○ 73.2% 2.3% 0.0% 0.0%
　自動車を注文どおりに作るた
めの工夫について理解している
か。

25 資４ 小５ ○ ○ 91.7% 0.5% 0.0% 0.0%

26 資５ 小５ ○ ○ 93.7% 0.5% 0.0% 0.0%

27 (4) 小５ ○ ○ 78.8% 3.2% 0.0% 0.0%
　製造された自動車が目的に応
じて，有効な輸送手段を使って
運ばれることについて説明でき
るか。

問題数 18 9 8 7 4 6 2

出題割合 66.7% 33.3% 29.6% 25.9% 14.8% 22.2% 7.4%

82.8% 74.2% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0%

79.9%

3

4

0.0%

5

(3)

　日本の気候の特色を理解して
いるか。

出題の意図

内容領域別 県平均通過率 校内通過率設問

2

計

(2)  各設問の分類と平均通過率

出題
学年

問題内容別

1

6

(3)

(1)

(1)

　りんごとみかんの生産量第1位
の県を表から読み取り，それら
の県の位置を理解しているか。

　資料から正しい情報を読み取
ることができるか。

　社会や人々の願いに合わせて
作られた自動車について理解し
ているか。

　日本の主な暖流と寒流の名称
を理解しているか。
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(3) 社会（授業改善の視点）【小中共通】 

  ア 出題について 
全学年，難易度は例年並みで，当該学年で学習する内容を，基礎的・基本的な問題と思考・ 

表現に関する問題を約２：1 の割合で出題。 

・ 小５は，日本の各地の気候の特色を雨温図の特徴から説明する問題や，日本の食料問題に

ついて表や資料から読み取って説明する問題等を出題。 

・ 中１は，写真や雨温図を基に気候の特色を説明する問題，緯度・経度を活用し，時差等を

求める問題，郷土の人物に関する問題等を出題。 
・ 中２は，促成栽培や過疎など日本の地理に関する問題，江戸時代の大名の配置や参勤交代

について説明する問題や江戸時代の政治改革の特徴等を出題。 
 
※ 今年度は中学校において，時差に関する問題を共通して出題したが，来年度以降は，各学

年における履修内容を出題予定（時差は中１で履修） 
 

イ 特徴ある問題から【小学校】  ３ ⑵  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業改善のポイント【小学校】 

「グラフの見方（読み取り方）」⇒「表題の３点・単位の２点・変化の５点」を意識させ， 

変化の５点に焦点を当てた授業の実践を行いたい。            

 

 

 

 

 

【指導例】 

１「漁業別の生産量の変化」   → 沖合漁業増加，遠洋漁業減少 

【令和２年度 鹿児島学習定着度調査(小５)４（３）に出題】 

２「米の消費量と生産量の変化」 → 消費量，生産量，作付面積の減少 

「米の作付面積の変化」      【我が国の農業における食料生産について(小５の教科書)】 

 
 
 
 
             
 

平均通過率 

５８.３％ 

グラフを扱うときは，グラフが示す特

徴（急激に変化している部分など）を提

示し，そのようになった原因，理由，背

景等を考えさせたい。 

○表題の３点 ･･･ 表題・年度・出典 

○単位の２点 ･･･ 縦軸（単位）・横軸（単位） 

○変化の５点 ･･･ ア 段々上がる・イ 段々下がる・ウ 突然上がる・エ 突然下がる・オ 変化なし 

◎ウ，エには特に注意 

【解答】 

米の消費量が年々少なくなってき

ているので，お米の良さを伝え，（自

分の作っている米を）たくさん買っ

てもらえるようにするため。 
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エ 特徴ある問題から【中学校】  中１１  (3) ，中２１  ⑵ 

    
  
 
 
 
 
 

オ 授業改善のポイント【中学校】 

「時差に関する問題」⇒ １ 時差が生じる原因を考えさせる。 

２ 生徒がイメージできるようにし，丁寧な説明を行う。 

３ 問題演習を行う。 

【参考】 

「緯線が横で，経線が縦」 

緯線 ・・・横の線  赤道を中心に     北に北緯 南に南緯  ※ 90 度 

経線 ・・・縦の線  本初子午線を中心に  東に東経 西に西経  ※180 度 

「経度15度＝１時間の時差」 

＠ １日（24時間）で地球は一回転（360度）するので，１時間で地球は360÷24＝15度回転する。 

そのため，経度が15度ずれると１時間の時差が生じる。 

『東経と東経』『西経と西経』の時差→ 『経度の差÷15』 

『東経と西経』       の時差→ 『経度の和÷15』 

 

 

 

＠ 日付変更線を越えるときは注意する。 

東経 180 度(日付変更線)に近い国ほど時間は進んでいる。 

【例】新年を迎える順番 １ 日本，２ イギリス，３ アメリカ 

 

 
 
 

カ 授業改善のポイント【小中共通】 
  学習指導要領改訂により，社会的事象そのものが学習内容となっている社会科においては， 

社会との関わりを意識した課題解決的な学習活動を取り入れた授業実践が期待されている。 
授業では，社会的な見方・考え方を働かせ，ペア・グループ活動などを取り入れながら多面

的・多角的に考察・構想し，その過程や結果を説明したり論述したりできるようにすることが
期待されている。 
〇 生きて働く知識の習得場面と思考力・判断力・表現力等の育成場面を，授業にバランスよ

く取り入れる。考えさせる場面を必ず入れ，「主体的・対話的で深い学び」の授業を実践す
る。 

〇 ＩＣＴを積極的かつ効果的に活用する。また，新聞記事等を活用して，タイムリーな話題
を提供し，政治等に関心をもたせる。あわせて，自分たちの住んでいる郷土についても関心
をもたせる工夫をする。 

〇 定期的に復習する場面を取り入れる。小テスト等で重要語句などの基礎・基本の定着を図
る。また，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム上の評価問題等で思考力・表現力の育成を
図る。 

【中１】 平均通過率 ５３.２％ 

【中２】 平均通過率 ５４.２％ 

生徒が時差の概念をイメージできるようにした

い。地球儀や掛け地図を使ったり，映像を見せた

り，ＩＣＴ（ソフト等）を活用するなど，授業の

工夫を図りたい。定着を図るために，理解させた

後は，演習問題に取り組むことが必須である。 

① 東京（東経 135 度）とニューヨーク（西経 75 度）の経度差は，135＋75＝210 度となる。 

② 東京とニューヨークの時差は，210÷15＝14 となり，14 時間となる。 

③ 東京はニューヨークよりも時間が進んでいる。 

④ 東京の時刻（１月１日午前０時）より 14 時間前に戻すと･･･12 月 31 日の午前 10 時  

 

ア 
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(1) 算数の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 77.2% 75.8% 76.9%
思考・表現 57.4% 49.3% 56.8%

全体 70.6% 66.0% 70.2%
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小学校第５学年【算数】
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図形

測定・変化と関係

データの活用

内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は７７．２％であった。昨年度の課題
であった小数と小数の乗法の問題は７１．０％と少し改善したが，計算のきまりに
したがって正しく計算する問題は６８．３％と昨年度と比べると若干下がっている。
筆算のしやすさの確認や，計算する順序など授業での工夫を再度図りたい。 

○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は５７．４％で，昨年度と比べると３．
７％向上した。「変化と関係」，「データの活用」領域に改善が見られる。特に，「速
さ」や「折れ線グラフ」が改善している。日々の授業で根拠をもって説明すること
を大切にした教師の具体的な働きかけを行っている成果といえる。 

○ 今後も，授業の中で，表やグラフ等を積極的に活用し，表から分かること，グラ
フを使って言えることなどを，タブレットを効果的に活用しながら自分の考えを構
築したり，さらにペアやグループで交流するなどして，考えを深めることができる
ような活動を積極的に取り入れたい。 
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算数(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
数と
計算

図形

測定

変化と
関係

データ
の活用

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 小２ ○ ○ 98.0% 0.0% 0.0% 0.0%
　２位数同士の繰り上がりのある加
法を，正しく計算することができる
か。

2 (2) 小３ ○ ○ 85.1% 0.2% 0.0% 0.0% 　小数と整数の減法を，位をそろえ
て正しく計算することができるか。

3 (3) 小５ ○ ○ 75.0% 1.1% 0.0% 0.0% 　異分母の帯分数の減法を，正しく
計算することができるか。

4 (4) 小５ ○ ○ 71.0% 0.6% 0.0% 0.0% 　小数と小数の乗法を，正しく計算
することができるか。

5 (5) 小５ ○ ○ 68.3% 0.9% 0.0% 0.0% 　計算のきまりにしたがって正しく
計算することができるか。

6 (1) 小５ ○ ○ 72.0% 1.3% 0.0% 0.0%
　乗数と積の大きさ，除数と商の大
きさの関係を，正しく理解している
か。

7 (2) 小５ ○ ○ 84.1% 0.6% 0.0% 0.0% 　数量の関係を数直線に表すことが
できるか。

8 ① 小５ ○ ○ 82.1% 1.1% 0.0% 0.0% 　最小公倍数の意味を正しく理解
し，利用することができるか。

9 ② 小５ ○ ○ 73.6% 1.4% 0.0% 0.0%
　最小公倍数から，条件に合う色画
用紙の枚数を求めることができる
か。

10 (2) 小５ ○ ○ 75.5% 2.4% 0.0% 0.0%   最大公約数の意味を正しく理解
し，利用することができるか。

11 (1) 小４ ○ ○ 76.3% 0.2% 0.0% 0.0% 　四角形の対角線の性質を，正しく
理解しているか。

12 (2) 小５ ○ ○ 82.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　合同な三角形を作図するために必
要な条件を理解しているか。

13 5 小４ ○ ○ 84.1% 0.2% 0.0% 0.0%   分度器を用いて，180°より大きい
角の測り方を理解しているか。

14 6 小４ ○ ○ 61.3% 0.4% 0.0% 0.0%   立方体の構成要素及びそれらの位
置関係について理解しているか。

15 (1) ①②③ 小４ ○ ○ 88.2% 0.5% 0.0% 0.0%  ２つの数量の関係を見いだし，表に
整理することができるか。

16 (2) 小４ ○ ○ 57.4% 0.8% 0.0% 0.0%   ２つの数量の関係を見いだし，利
用することができるか。

17 (1)
①②
③

小５ ○ ○ 79.4% 3.3% 0.0% 0.0% 　示された時間の求め方を理解し，
正しく説明することができるか。

18 (2) 小５ ○ ○ 59.5% 7.5% 0.0% 0.0%
　速さと時間と道のりをもとに必要
な条件を適切に判断し，説明するこ
とができるか。

19 (1) ①② 小５ ○ ○ 80.8% 1.8% 0.0% 0.0%
  示された四角形をもとに，四角形
の内角の和を説明することができる
か。

20 (2) 小５ ○ ○ 40.3% 12.1% 0.0% 0.0%
　示された四角形の面積の求め方を
理解し，その求め方を正しく説明す
ることができるか。

21 (1) 小４ ○ ○ 84.8% 1.0% 0.0% 0.0%
　データを正しく読み取り，条件と
照らし合わせて判断することができ
るか。

22 (2) 小５ ○ ○ 46.7% 2.5% 0.0% 0.0%
　異種の二つの量の関係に着目し，
適切なグラフを選択することができ
るか。

23 (3) 小５ ○ ○ 24.9% 12.1% 0.0% 0.0%
　単位量当たりの大きさの考え方を
使って，目的に応じた数値で表すこ
とができるか。

24 (4) 小４ ○ ○ 43.1% 14.5% 0.0% 0.0%

  表や目盛りの間隔が異なる２つの
折れ線グラフを比べ，それぞれの変
化量を読み取り，変化の様子を説明
することができるか。

問 題 数 16 8 10 6 6 2

出題割合 66.7% 33.3% 41.7% 25.0% 25.0% 8.3%

77.2% 57.4% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0%

設問

出題学年

70.6% 0.0%

計

3

(1)

校内通過率県平均通過率

4

10

7

9

(2)　各設問の分類と平均通過率

出題の意図

問題内容別

1

2

8

内容領域別
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(3) 算数（授業改善の視点） 

  ア 出題について 
   ＜小学校＞ 

・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 過去の鹿児島学習定着度調査の通過率の低い設問の類題を出題。 

   ・ 異種の二つの量の関係に着目し，適切なグラフを選択する設問を出題。 

 

  イ 特徴ある問題から 
   ＜小学校＞ 

        小５：10 の（４） 

 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 

 

 

 

 

   
ウ 授業改善のポイント 

   ＜小学校＞ 

    表やグラフを根拠として説明する問題に苦手意識をもっていることが考えられる。そこで，以

下のようなことを意識して授業を行うことが重要である。 

○表やグラフの枠（最大値や最小値など）を意識させる発問，板書を行う。 

（実際に，枠がないところからグラフを描く時間も取り入れる） 

○グラフを比較させ，量や数値を根拠に説明する活動を取り入れる。 

指導事項： 

２つの折れ線グラフから変化の

様子を説明すること。 

 

通過率： 
４３．１％ 
調査の結果から，２量の目盛り

の違いに留意し，言葉や数を使っ

て説明する折れ線グラフの問題に

課題があることが分かった。 
子どもたちの誤答傾向から，冒

頭にある表と混同したり，折れ線

グラフの傾きに惑わされたりする

傾向が見られた。 
令和２年度の鹿児島学習定着度

調査の最終問題と類似した内容で

あるが，その際の正答率は３５．

３％であったので，昨年度よりも

グラフの見方及び説明する力は向

上している。 
一方，依然として通過率が低い

のは，２量のうちの一方（縦軸）の

目盛りの違いに気付いていないこ

とが挙げられる。グラフを作成し

たり，傾きを読み取る前に，グラフ

の目盛にも着目させたりする指導

が必要である。 

2016 年から 2017 年にかけて，Ａ町は一人あたりのごみの量がおよそ 350

㎏から 300 ㎏まで 50 ㎏へっていて，Ｂ町は 360 ㎏から 330 ㎏までおよそ

30 ㎏しかへっていない。 

 だから，Ａ町にくらべてＢ町の方が一人あたりのごみの量のへり方が大き

いとはいえない。 
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(1) 理科の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 79.0% 72.7% 77.6%
思考・表現 65.3% 62.9% 50.5%

全体 73.1% 69.4% 68.6%
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小学校第５学年【理科】

78.3%

67.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

物質・エネルギー

生命・地球

内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」の平均通過率は７９．０％で概ね良好であるが，小３の学習内容であ

る，大問６⑶の時間経過に伴う太陽の動きに関する問いの通過率が５６．３％と低くな

っている。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は６５．３％で概ね良好であるが，大問２⑵の乾電池の

つなぎ方による電流の大きさと向きに関する問いの通過率が４９．３％，大問６⑷で牛

乳瓶の外側についた水滴の生じる理由を説明する問いの通過率は４９．８％とやや低く

なっている。 

○ 内容・領域別の通過率については，生命・地球領域が６７．５％とやや低くなってい

る。日常的に理科的な見方・考え方を発揮しながら，身の回りの現象を考えていくこと

が必要である。 
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　 理科(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
Ａ　物質・
エネルギー

Ｂ　生命・
地球

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小５ ○ ○ 84.0% 1.4% 0.0% 0.0% 　発芽するときに使われる養分をでん
ぷんと理解しているか。

2 2 小５ ○ ○ 63.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　条件を制御して実験方法を計画する
ことができているか。

3 3 小５ ○ ○ 79.0% 0.5% 0.0% 0.0% 　植物の成長に必要な条件を理解して
いるか。

4 1 小４ ○ ○ 88.1% 0.3% 0.0% 0.0%
　乾電池の向きを変えると，回路に流
れる電流の向きが変わることを理解し
ているか。

5 2 小４ ○ ○ 49.3% 0.1% 0.0% 0.0%
　乾電池のつなぎ方による電流の大き
さと向きを考えることができている
か。

6 1 小４ ○ ○ 77.9% 0.1% 0.0% 0.0% 　金属のあたたまり方を理解している
か。

7 2 小４ ○ ○ 78.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　水のあたたまり方を理解している
か。

8 3 小４ ○ ○ 59.1% 0.4% 0.0% 0.0%
　空気のあたたまり方を身の回りの生
活に活用して考えることができている
か。

9 1 小５ ○ ○ 63.8% 0.4% 0.0% 0.0%
　花粉はおしべの先にあることと，ヘ
チマやアサガオの花のつくりを理解し
ているか。

10 2 小５ ○ ○ 65.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　顕微鏡の適切な使い方を理解してい
るか。

11 3 小５ ○ ○ 70.6% 1.4% 0.0% 0.0%
　結実に関する実験について，条件制
御の視点から実験方法の妥当性を考え
ることができているか。

12 1 小３ ○ ○ 93.1% 0.4% 0.0% 0.0% 　磁石は鉄でできた物を引きつけるこ
とを理解しているか。

13 2 小３ ○ ○ 83.8% 0.3% 0.0% 0.0% 　磁石の同極は退け合うことを理解し
ているか。

14 3 小３ ○ ○ 74.2% 0.3% 0.0% 0.0%
　磁石の性質を理解した上で，磁化し
たくぎの極を考えることができている
か。

15 1 小５ ○ ○ 63.4% 0.6% 0.0% 0.0% 　天気の変化と雲の動きを関係付けて
考えることができているか。

16 2 小５ ○ ○ 78.4% 1.4% 0.0% 0.0%
　実験結果と侵食する働きを防ぐ取組
を関係付けて考えることができている
か。

17 3 小３ ○ ○ 56.3% 0.3% 0.0% 0.0% 　時間経過に伴う太陽の動き方を理解
しているか。

18 4 小４ ○ ○ 49.8% 1.6% 0.0% 0.0% 　自然事象から，水の姿の変化を考え
ることができているか。

19 1 小５ ○ ○ 87.2% 0.2% 0.0% 0.0% 　メスシリンダーの正しい使い方を理
解しているか。

20 2 小５ ○ ○ 90.7% 0.3% 0.0% 0.0% 　物が溶ける前と物が溶けた後の重さ
は変わらないことを理解しているか。

21 3 小５ ○ ○ 79.0% 0.3% 0.0% 0.0%

　物が溶けた後，時間が経過しても溶
けた物は水の中で均一に広がっている
ことと，目に見えない粒子のイメージ
を結び付けて考えることができている
か。

問 題 数 12 9 11 10

出題割合 57.1% 42.9% 52.4% 47.6%

79.0% 65.3% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0%

1

設問 校内通過率内容領域別問題内容別

出題学年

6

出題の意図

7

県平均通過率

計

73.1% 0.0%

(2)　各設問の分類と平均通過率

2

3

4

5
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(3)  理科（授業改善の視点）【小中共通】 

    ア 出題について 
・ 全学年，基礎的・基本的な問題を中心に，例年並みの「思考・表現」に関する問題も

出題。 

・ 小５は，大問６で日常的に見られる事象について，理科的な見方・考え方を発揮させ

る場面設定を行い，学習した各単元の内容を活用して解答する問題を出題。 

・ 中１は，大問５で小学校学習内容の地層のでき方に関する問題，中１の内容から大問

６，７で実験結果から粒子モデルを推測する問題を出題。 

・ 中２は，中１の内容から，大問４でかぎ層を基に柱状図を作成する問題，中２の内容

から大問３で気象，大問７で化学変化の未反応分の物質の質量を求める問題を出題。     
イ 特徴ある問題から（小学校）   小５６   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平均通過率 

４９．８％ 

◇ 次の二点を意識して日々の指導を！ 

① 教師自身が日常的に見られる事象等について，問いかけを意図的に行う。 
② 「同じです。いいと思います。」で終わらせず，なぜ，そう考えたのかなど，自 
分と他者の意見を比較しながら考えを深める場面を大切にする。 
 
※ 児童は日常的に理科の見方・考え方を発揮しながら，協働して課題解決できる

ようになる。 

空気中の水じょう気が冷やされて，水にもどった 

  
エ 

平均通過率 

５６．３％ 
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中１ 

ウ 特徴ある問題から（中学校）  中１７，中２７  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 授業改善のポイント【小中共通】  

〇 小５の太陽の通り道の方位を答える問題は５６．３％，中２の等圧線から気圧を読み取る

問題は２７．６％，高気圧や低気圧の風の吹き出し，吹き込みに関する問題は２８．６％と

通過率が低い。特に，自然観察等が関係する単元は一度学習して終わりではなく，単元での学

習終了後，学習した内容やそれに関する事象に興味・関心を持続，向上させる工夫を行う。（授

業開始前や終了後にＩＣＴを活用した情報提供や児童生徒への問い掛けを意図的，計画的に

行うことが効果的である。） 

〇 系統性（単元間，小・中のつながり）を意識した指導の充実を図る。そのために，教師自

ら，他校種，他学年の鹿児島学習定着度調査の問題を解いてみることが大切である。（小５：

大問２，３，５，６⑶，⑷，中１：大問５，中２：大問４，５は，前年度以前の指導内容） 

〇 小学校では「問題解決の過程」，中学校では「探究の過程」を踏まえた授業を展開する。特に， 

自分の考えを再構築する過程を大切にする。また，単元によって，自分の考えを文字だけで 

なく，図やモデル，グラフ等を使って整理する場面も十分に確保することが重要である。 

※ 問題中にグラフがなくても，表に示される数値から自分でグラフ化（変化

の傾向をつかむ）し，計算とグラフを併用し，解答していく力を育成する。 

中２ 

平均通過率 

３８．８％ 

 

※ 微視的な事象につ
いて，実験結果を基
に，質量や体積等を
踏まえ，粒子の数に
着目して適切なモデ
ルを選択できる（自
分で描く）力を育成
する。 
（大問６とも関連） 

平均通過率 

３９．２％ ア:0.40 イ:0.60 
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(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 74.0% 73.4% 77.8%
思考・表現 69.5% 73.8% 76.7%

全体 72.3% 73.6% 77.3%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

１５

問

１６

問

１７

問

１８

問

１９

問

２０

問

２１

問

２２

問

２３

問

２４

問

２５

問

２６

問

正答数（全体）の分布

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

１３

問

１４

問

正答数（基礎・基本）の分布

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

０

問

１

問

２

問

３

問

４

問

５

問

６

問

７

問

８

問

９

問

１０

問

１１

問

１２

問

正答数（思考・表現）の分布

中学校国語

76.2%

80.6%

66.7%

73.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

知識及び技能

内容・領域別平均通過率

○ 「読むこと」以外の領域においては，目標通過率の７割を超えた。無答率も昨年

度より低くなっており，生徒の粘り強く取り組む姿が見られる。 
〇 「読むこと」の領域では，説明文の読解を中心に出題したが，大問３の一，抜け

ている段落の内容を，文章全体から考えて適切な位置に入れる設問や，大問３の五 

文章の内容を読解し，適切な短い文で抜き出す設問に課題が見られた。文章全体の

構成を考える指導や内容を要約する指導が必要である。 
○ 「知識及び技能」では，大問１の二で問われている漢字と同じ漢字を使っている

熟語を答える設問が，全設問の中で正答率が一番低かった。漢字学習においては，

学習すべき漢字だけではなく熟語や関連する漢字等，一つの文字から幅広く学習し

ていく必要がある。 
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大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

知識及
び技能

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小6 ○ ○ 97.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字（音）を正しく読むこと
ができるか。

2 2 小6 ○ ○ 88.9% 1.2% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字（訓）を正しく読むこと
ができるか。

3 3
小3
小5

○ ○ 59.6% 2.3% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字を正しく書くことができ
るか。

4 二 　小2 ○ ○ 28.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　文意や熟語の意味から正しい漢字を判断
することができるか。

5 三 小6 ○ ○ 64.6% 4.0% 0.0% 0.0% 　漢字の部首名を正しく答えることができ
るか。

6 四 中１ ○ ○ 80.0% 0.1% 0.0% 0.0% 　文節を理解し，適切に区切ることができ
るか。

7 五 小4 ○ ○ 80.3% 0.1% 0.0% 0.0% 　例文からことわざの意味を考え，似た意
味の言葉を選ぶことができるか。

8 六 中１ ○ ○ 69.5% 0.2% 0.0% 0.0% 　表現技法について理解しているか。

9 七 小4 ○ ○ 72.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　例文から故事成語の意味を捉え，正しい
意味を判断することができるか。

10 八 小4 ○ ○ 90.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　例文から慣用句の意味を考え，似た意味
の慣用句を選ぶことができるか。

11 一 中１ ○ ○ 76.6% 3.8% 0.0% 0.0% 　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直すこ
とができるか。

12 二 中１ ○ ○ 66.1% 0.1% 0.0% 0.0% 　古文の文脈を適切に捉え，古語の意味を
理解することができるか。

13 三 中１ ○ ○ 80.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　文脈に即して，古語の意味を捉えること
ができるか。

14 一 中１ ○ ○ 44.2% 1.3% 0.0% 0.0%  段落の役割などを意識して，文章の構成
を捉えることができるか。

15 二
小5
小6

○ ○ 70.9% 0.3% 0.0% 0.0% 　主語と述語との関係について，理解する
ことができるか。

16 三 中１ ○ ○ 75.4% 0.3% 0.0% 0.0% 　文の前後の関係を正しく捉え，叙述に即
して内容を理解することができるか。

17 四
小5
小6

○ ○ 90.5% 0.4% 0.0% 0.0% 　文章と図表を結び付けて内容を理解する
ことができるか。

18 五 中１ ○ ○ 56.9% 7.9% 0.0% 0.0% 　文章の要旨を捉え，筆者の考えを捉える
ことができるか。

19 ① 中１ ○ ○ 89.1% 4.5% 0.0% 0.0%

20 ② 中１ ○ ○ 72.1% 5.4% 0.0% 0.0%

21 一 中１ ○ ○ 80.0% 5.7% 0.0% 0.0% 　目的や意図に応じて，題材を整理するこ
とができるか。

22 二 中１ ○ ○ 70.0% 0.6% 0.0% 0.0% 　目的や場面に応じて伝え合う内容を検討
することができるか。

23 三 中１ ○ ○ 79.3% 0.9% 0.0% 0.0% 　相手の反応を踏まえながら，表現を工夫
することができるか。

24 四 中１ ○ ○ 67.3% 4.5% 0.0% 0.0% 　必要に応じて記録し，話の内容を捉える
ことができるか。

25 ① 中１ ○ ○ 92.3% 6.0% 0.0% 0.0%

26 ② 中１ ○ ○ 68.5% 6.6% 0.0% 0.0%

問題数 14 12 6 2 4 14

出題割合 53.8% 46.2% 23.1% 7.7% 15.4% 53.8%

73.4% 73.8% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0%

(2)　中１各設問の分類と平均通過率

出題の意図

　文章の要旨を捉え，筆者の考えに対して
自分の考えをもつことができるか。

計

3

4

六

五

2

設問

一

国語(中学校第１学年）

内容領域別

出題学年

1

73.6% 0.0%

校内通過率問題内容別 県平均通過率

　話し合いの話題や展開を捉え，互いの発
言を結び付けて考えをまとめることができ
るか。
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小５ 中１

学年別平均通過率
基礎・基本
思考・表現

74.0% 73.4%

(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布
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○ 全ての内容・領域において平均通過率は７割を超えた。また，無解答率の

割合も昨年度より減少した。四領域の中では「話すこと・聞くこと」にやや

課題が見られた。 
○ 「知識及び技能」では，形容詞の活用形を問う設問の正答率が低かった。

例年通過率が低い内容であるが，今年度は，出題の形式を，なぜその活用形

になるのか，考え方のプロセスを文章化した問いに変更した。これらの考え

方のプロセスをしっかりと指導していく必要がある。 
〇 大問３の五，適切な接続語を選ぶ設問や説明文の読解の大問３の六，複数

の資料を関係付けて答える設問の通過率が低かった。複数の情報を関係付け

て考える設問を授業の中に位置付けていく必要がある。  
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国語(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国 基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小６ ○ ○ 99.8% 0.0% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字（訓）を正しく読む
ことができるか。

2 2
小６
小５

○ ○ 99.0% 0.1% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字（音）を正しく読む
ことができるか。

3 3 小６ ○ ○ 56.1% 8.8% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字を正しく書くことが
できるか。

4 4
小４
小５

○ ○ 67.3% 2.2% 0.0% 0.0% 　小学校学習漢字を正しく書くことが
できるか。

5 1 中２ ○ ○ 59.3% 0.4% 0.0% 0.0% 　形容詞の活用形を理解しているか。

6 2
小５
中２

○ ○ 79.5% 0.2% 0.0% 0.0% 　敬語の種類を理解して，書くことが
できるか。

7 三
小４
中２

○ ○ 84.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　熟語の構成を理解しているか。

8 1 小４ ○ ○ 87.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　慣用句を理解しているか。

9 2
小４
中１

○ ○ 76.0% 0.5% 0.0% 0.0% 　ことわざと故事成語を理解している
か。

10 五
小６
中１

○ ○ 62.0% 9.0% 0.0% 0.0% 　漢字の部首名を正しく答えることが
できるか。

11 六 中１ ○ ○ 83.3% 0.5% 0.0% 0.0% 　行書の特徴を理解しているか。

12 一 中１ ○ ○ 93.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　古語の意味を理解しているか。

13 二 中２ ○ ○ 93.3% 0.6% 0.0% 0.0% 　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
すことができるか。

14 三 中２ ○ ○ 69.9% 1.6% 0.0% 0.0% 　言葉の意味を考え，内容を解釈する
ことができるか。

15 四 中２ ○ ○ 75.7% 0.4% 0.0% 0.0% 　古文を読んで,文意を捉えることがで
きるか。

16 Ⅰ 中２ ○ ○ 88.0% 3.8% 0.0% 0.0% 　文章の内容を正しく捉えることがで
きるか。

17 Ⅱ 中２ ○ ○ 90.5% 4.5% 0.0% 0.0% 　文章の内容を正しく捉えることがで
きるか。

18 二 中２ ○ ○ 86.6% 0.4% 0.0% 0.0% 　文章の内容を正しく捉えることがで
きるか。

19 三 中２ ○ ○ 67.2% 0.7% 0.0% 0.0% 　文章の表現の工夫を捉えることがで
きるか。

20 四 中１ ○ ○ 70.0% 1.7% 0.0% 0.0% 　品詞について理解できているか。

21 五 中１ ○ ○ 65.1% 0.6% 0.0% 0.0% 　文意を捉えて，適切な接続後を選ぶ
ことができるか。

22 六 中２ ○ ○ 62.9% 2.6% 0.0% 0.0%
　文章と資料とを結び付けて，その関
係を踏まえて，内容を解釈することが
できるか。

23 ① 中２ ○ ○ 87.2% 5.6% 0.0% 0.0%
　文章を読んで理解したことや考えたことを，知識や経験と
結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることができる
か。(観点①）

24 ② 中２ ○ ○ 79.3% 5.8% 0.0% 0.0%
　文章を読んで理解したことや考えたことを，知識や経験

と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりすることがで
きるか。(観点②）

25 一
小

５・６
○ ○ 92.1% 0.7% 0.0% 0.0% 　互いの立場や意図を明確にしながら

計画的に話し合うことができるか。

26 二 中２ ○ ○ 74.7% 0.8% 0.0% 0.0% 　論理の展開を捉えながら注意して聞
くことができるか。

27 ① 中１ ○ ○ 75.8% 2.1% 0.0% 0.0% 　資料を用いて自分の考えが伝わるよ
うに表現を工夫することができるか。

28 ②① 中１ ○ ○ 72.3% 8.4% 0.0% 0.0% 　根拠の適切さを考え，自分の考えを
まとめることができるか。(観点①）

29 ②② 中１ ○ ○ 43.8% 9.0% 0.0% 0.0% 　根拠の適切さを考え，自分の考えを
まとめることができるか。(観点②）

問題数 17 12 5 2 5 17

出題割合 58.6% 41.4% 17.2% 6.9% 17.2% 58.6%

77.8% 76.7% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%
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2
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校内通過率県平均通過率

77.3% 0.0%

一

(4)　中２各設問の分類と平均通過率

-28-



(5)  国語（授業改善の視点） 

  ア 出題について 
・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 説明文を中心としながら，「書くこと」もしくは「話すこと・聞くこと」と関連させた 

複合的な問題を，授業展開を意識して出題。 

   ・ 複数の情報を関係付けて答える設問を出題。 

・ 「構成」を問うような設問を出題。 

・ 文章中の言葉（叙述）を根拠として取り上げ，自分の考えを説明する設問を出題。 

・ リーディングスキルテストは単独で扱わず，大問の中で出題。（中２大問３の二など） 
 

  イ 特徴ある問題から 
       中２：４の三の２の② 

    指導事項：【話すこと・聞くことエ】 

根拠の適切さを考え，自分の考えを 

まとめることができるか。（観点②） 

 

     通過率：４３．８％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

中２：１の二の１ 

    指導事項：【話すこと・聞くことエ】 

形容詞の活用形をについて理解して 

いるか。 

 

      通過率：５９．３％ 

 
  ウ 授業改善のポイント 

〇 自分の意見の根拠を叙述に求める指導を行う。（なぜそう考えるの，その考えは，ど 

この文章からそう思うの。） 

〇 自分の意見とその根拠となる文章中の叙述（文章中の言葉）を明確にして，書かせた 

り発言させたりする活動を行う。（板書やワークシートにも根拠となる叙述と自分の意 

見を区別して書かせるようにする。） 

〇 文法の学習では，なぜその答えになるのかについて，考え方のプロセスを繰り返し指 

導する。 

 

調査の結果から，自分の意見の根拠を

文章から抜き出し，根拠を明確にして書

くことに課題があることが分かった。 
昨年度は，物語文において，場面の雰

囲気に関する自分の意見を，描写（叙述）

から抜き出して答える問題を出題し，そ

の通過率は７０．１％であった。今回は

昨年度よりも通過率が低くなっている。 
文種は異なるが，自分の意見を，根拠

を明確にして（根拠となる叙述を取り上

げて）答えることに課題があり，なおか

つ継続していることが分かる。 
 

 

 「話し合い」の流れを踏まえて，どのような紹
介カードが良いか，カードに書かれている文を根
拠として取り上げて，自分の意見を書く問題。 
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(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

思考・表現 74.2% 71.9% 65.2%
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中学校第１学年【社会】

68.3%
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世界の地域構成

人々の生活と環境

世界の諸地域

歴史のとらえ方

古代までの日本

内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は６９．５％であり，時差を求める問
題が５３．２％，東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）を問う問題が４３．７％と極
端に低い。生徒が時差の概念や地図上の位置をイメージできるよう丁寧に説明し，
演習を繰り返し，苦手意識を払拭したい。社会科は教科の特性上，用語の理解等暗
記事項が多いことから，定期的に復習する場面が必要である。 

 
○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は７１．９％と概ね高い。歴史的事象

の背景や原因等を考えさせる授業が行われていると推察できる。引き続き実践した
い。地理的分野においては，資料から読み取る問題の通過率が低い。雨温図の学習
においては，一つの都市の位置や気候の特色を重点的に調べる学習をすることで，
着目するポイントが分かるようになり，資料の読み取りにも有効である。 
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社会(中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

世界
の地
域構
成○

世界
各地
の人
々の
生活
と環
境○

世界
の諸
地域

古代
まで
の日
本○

歴史
のと
らえ
方○

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

1 (1) 中１ ○ ○ 76.9% 0.1% 0.0% 0.0% 　赤道の位置を世界地図上で正し
く理解しているか。

2 (2) 中１ ○ ○ 78.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　正距方位図の特徴について判断
できるか。

3 (3) 中１ ○ ○ 53.2% 0.3% 0.0% 0.0% 　時差の求め方について，理解し
ているか。

4 (4) 中１ ○ ○ 64.0% 0.3% 0.0% 0.0% 　日本と同緯度，同経度にある国
の首都を正しく理解しているか。

5 (1) 中１ ○ ○ 84.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　気候帯の特色と分布を理解して
いるか。

6 (2) 中１ ○ ○ 61.0% 0.3% 0.0% 0.0% 　寒帯で暮らす人々の生活の様子
を理解しているか。

0 (3) 中１ ○ ○ 70.1% 2.3% 0.0% 0.0% 　雨温図から熱帯地方の建物の特
徴を読み取ることができるか。

8 (4) 中１ ○ ○ 41.2% 5.4% 0.0% 0.0% 　イスラム教の特徴について説明
できるか。

9 (1) 中１ ○ ○ 63.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　ヨーロッパの自然環境について
理解しているか。

10 (2) 中１ ○ ○ 82.2% 0.2% 0.0% 0.0%
　ヨーロッパ統合による人々の生
活の変化について理解している
か。

11 (3) 中１ ○ ○ 46.7% 8.5% 0.0% 0.0%
　ヨーロッパに流入する外国人労働者の資料を読み
取り，ヨーロッパ内外から移住する労働者がドイ
ツ，フランスなどに多く集まっていることを説明で
きるか。

12 (4) 中１ ○ ○ 51.4% 5.7% 0.0% 0.0% 　西アジアに石油が多く分布して
いることを理解しているか。

13 (5) 中１ ○ ○ 43.7% 10.8% 0.0% 0.0% 　東南アジアの地域連合の名称を
理解しているか。

14 (6) 中１ ○ ○ 72.7% 5.1% 0.0% 0.0%
　工業化が進み，輸出品が米や原油などの第一次産
品から機械類などの第二次産品に変化していること
を読み取ることができるか。

15 (1) 中１ ○ ○ 65.6% 0.4% 0.0% 0.0% 　古代文明の位置とそれぞれの特色
について理解しているか。

16 (2) 中１ ○ ○ 85.5% 4.7% 0.0% 0.0%
　２世紀ごろの世界の東西交流で
あるシルクロードについて理解し
ているか。

17 (3)
小６
中１

○ ○ 59.8% 1.0% 0.0% 0.0% 　縄文時代の思想を反映している
土偶を理解しているか。

18 (4)
小６
中１

○ ○ 82.8% 3.4% 0.0% 0.0%
　弥生時代における農耕文化の広ま
りと社会の変化について資料を考察
し，説明できるか。

19 (5)
小６
中１

○ ○ 84.1% 4.0% 0.0% 0.0% 　我が国に多く見られる古墳の名
称を理解しているか。

20 (1) 中１ ○ ○ 90.5% 0.5% 0.0% 0.0% 　十七条の憲法を，正しく読み取
ることができるか。

21 (2) 中１ ○ ○ 75.5% 0.6% 0.0% 0.0% 　７世紀半ばの東アジアの様子に
ついて理解しているか。

22 (3) 中１ ○ ○ 87.3% 4.7% 0.0% 0.0% 　奈良時代の農民の生活につい
て，資料を基に説明できるか。

23 (4)
小６
中１

○ ○ 77.1% 8.0% 0.0% 0.0% 　摂関政治の特徴について説明で
きるか。

24 (5) 中１ ○ ○ 64.6% 0.8% 0.0% 0.0% 　各時代の建造物を写真から判断
できるか。

25 (1) 中１ ○ ○ 77.4% 1.2% 0.0% 0.0% 　世紀の表し方を理解している
か。

26 (2) 中１ ○ ○ 63.9% 8.0% 0.0% 0.0% 　時代を区分する表し方を理解し
ているか。

27 (3) 小６ ○ ○ 93.6% 0.5% 0.0% 0.0% 　鹿児島出身の人物が行ったこと
について理解しているか。

問題数 18 9 4 4 6 10 3

出題割合 66.7% 33.3% 14.8% 14.8% 22.2% 11.1% 37.1%

69.5% 71.9% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0%

(2)　中１各設問の分類と平均通過率

3

計

5

6

4

出題の意図

内容領域別 県平均通過率 校内通過率

70.3% 0.0%

設問

1

2

出題
学年

問題内容別
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(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率
思考・表現

小５ 中１ 中２
基礎・基本 82.8% 69.5% 67.6%

74.2% 71.9% 65.2%
全体 79.9% 70.3% 66.8%
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日本の地域構成

日本の地域的特色

日本の諸地域

近世の日本

内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は６７．６％であり，地理では，時差
を求める問題が５４．２％，歴史では，江戸幕府による政治改革を古い順に並びか
える問題が４８．５％と低い。生徒が時差の概念や時代の流れをイメージできるよ
う丁寧に説明し，演習を繰り返し，苦手意識を払拭したい。また，政治改革の特色
を比較させて，その違いを説明させたりするなど，授業での工夫が必要である。 

 
○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は６５．２％である。地理では，発電

所の分布から立地条件を説明する問題が４０．５％，歴史では，豊臣秀吉が行った
刀狩及び太閤検地の目的等を説明する問題が４９．６％と低い。これらの問題は，
設問そのものをめあてとして設定し，１時間の授業の中で取り扱うことが可能であ
る。 
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社会(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

日本
の地
域構
成○

日本
の地
域的
特色

日本
の諸
地域

近世
の日
本○

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

1 (1) 中２ ○ ○ 70.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　日本と同緯度，同経度にある国
の首都を理解しているか。

2 (2) 中２ ○ ○ 54.2% 0.3% 0.0% 0.0% 　時差の求め方について，理解し
ているか。

3 (3)
小５
小６
中２

○ ○ 40.2% 6.5% 0.0% 0.0%
　既習事項である地域の様々な特
色をもとに，都道府県の名称と位
置を理解しているか。

4 (4) 小５
中２

○ ○ 76.9% 8.4% 0.0% 0.0% 　北方領土の位置と名称を理解し
ているか。

5 (5) 中２ 思表３ ○ 76.5% 8.2% 0.0% 0.0%
　排他的経済水域を失うことで，日
本の資源が得られなくなることを説
明できるか。

6 (1) 中２ ○ ○ 64.3% 7.9% 0.0% 0.0% 　世界の造山帯について理解して
いるか。

7 (2) 中２ 思表１ ○ 54.7% 4.9% 0.0% 0.0%
　雨温図の特色や地形図から，高松
市の気候の特徴や土地利用について
説明できるか。

8 (3) 中２ ○ ○ 69.6% 0.9% 0.0% 0.0% 　鉱産資源の主な産出地を理解し
ているか。

9 (4) 中２ 思表２ ○ 40.5% 3.7% 0.0% 0.0%
　日本の発電所の分布について，
発電所の立地条件から説明できる
か。

10 (5) 中２ 思表２ ○ 88.3% 0.6% 0.0% 0.0% 　日本の貿易品目の変化を読み取
ることができるか。

11 (1) 中２ ○ ○ 76.9% 0.4% 0.0% 0.0%
　近畿地方の人々の生活につい
て，歴史的な背景から理解してい
るか。

12 (2) 中２ ○ ○ 70.0% 8.5% 0.0% 0.0% 　過疎の状況や過疎化が進んでい
る地域について理解しているか。

13 (3) 中２ 思表３ ○ 52.5% 7.4% 0.0% 0.0%
　宮崎県では，ビニルハウスなどの
施設を利用した野菜の促成栽培が行
われていることを説明できるか。

14 (4) 中２ ○ ○ 70.3% 1.2% 0.0% 0.0% 　中京工業地帯の特色について理
解しているか。

15 (1) 中２ ○ ○ 69.3% 14.1% 0.0% 0.0% 　中世ヨーロッパの文化の動きに
ついて理解しているか。

16 (2) 中２ ○ ○ 67.0% 0.8% 0.0% 0.0% 　新航路の開拓やその目的につい
て理解しているか。

17 (3) 中２ 思表３ ○ 89.7% 1.8% 0.0% 0.0%
　鉄砲の伝来が戦国大名の戦い方に
大きな影響を与えたことを説明でき
るか。

18 (4) 中２ 思表３ ○ 49.6% 10.3% 0.0% 0.0%
　豊臣秀吉が行った刀狩や太閤検
地，その目的等について説明でき
るか。

19 (5) 中２ ○ ○ 57.8% 0.6% 0.0% 0.0% 　桃山（安土桃山）文化を代表す
る作品について理解しているか。

20 (1) 中２ ○ ○ 81.6% 4.2% 0.0% 0.0% 　江戸幕府を開いた人物について
理解しているか。

21 (2) 中２ ○ ○ 76.1% 1.1% 0.0% 0.0% 　鎖国以前の江戸幕府の外交関係
について理解しているか。

22 (3) 中２ 思考３ ○ 68.5% 9.4% 0.0% 0.0%
　江戸幕府による外様大名の配置の
特色や参勤交代の負担について説明
できるか。

23 (4) 中２ ○ ○ 77.9% 1.6% 0.0% 0.0%
　鎖国下で唯一貿易を許されたヨー
ロッパの国について理解している
か。

24 (1) 中２ ○ ○ 71.8% 0.7% 0.0% 0.0%
　当時新しくつくられた農具によ
り，作業の能率や生産力が向上し
たことを理解しているか。

25 (2) 中２ ○ ○ 48.5% 1.0% 0.0% 0.0% 　江戸幕府による政治改革の特徴
について理解しているか。

26 (3) 中２ 思表３ ○ 66.7% 11.3% 0.0% 0.0% 　円形の署名を作成した理由を説明
できるか。

27 (4) 中２ ○ ○ 73.8% 0.9% 0.0% 0.0%
　江戸時代に発達した蘭学や庶民
教育の施設について理解している
か。

問題数 18 9 5 5 4 13

出題割合 66.7% 33.3% 18.5% 18.5% 14.8% 48.1%

67.6% 65.2% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0%

計

出題の意図

内容領域別 県平均通過率 校内通過率

4

1

2

3

(4)　中２各設問の分類と平均通過率

66.8%

設問

出題
学年

問題内容別

6

5
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(5) 社会（授業改善の視点）【小中共通】 

  ア 出題について 
全学年，難易度は例年並みで，当該学年で学習する内容を，基礎的・基本的な問題と思考・ 

表現に関する問題を約２：1 の割合で出題。 

・ 小５は，日本の各地の気候の特色を雨温図の特徴から説明する問題や，日本の食料問題に

ついて表や資料から読み取って説明する問題等を出題。 

・ 中１は，写真や雨温図を基に気候の特色を説明する問題，緯度・経度を活用し，時差等を

求める問題，郷土の人物に関する問題等を出題。 
・ 中２は，促成栽培や過疎など日本の地理に関する問題，江戸時代の大名の配置や参勤交代

について説明する問題や江戸時代の政治改革の特徴等を出題。 
 
※ 今年度は中学校において，時差に関する問題を共通して出題したが，来年度以降は，各学

年における履修内容を出題予定（時差は中１で履修） 
 

イ 特徴ある問題から【小学校】  ３ ⑵  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業改善のポイント【小学校】 

「グラフの見方（読み取り方）」⇒「表題の３点・単位の２点・変化の５点」を意識させ， 

変化の５点に焦点を当てた授業の実践を行いたい。            

 

 

 

 

 

【指導例】 

１「漁業別の生産量の変化」   → 沖合漁業増加，遠洋漁業減少 

【令和２年度 鹿児島学習定着度調査(小５)４（３）に出題】 

２「米の消費量と生産量の変化」 → 消費量，生産量，作付面積の減少 

「米の作付面積の変化」      【我が国の農業における食料生産について(小５の教科書)】 

 
 
 
 
             
 

平均通過率 

５８.３％ 

グラフを扱うときは，グラフが示す特

徴（急激に変化している部分など）を提

示し，そのようになった原因，理由，背

景等を考えさせたい。 

○表題の３点 ･･･ 表題・年度・出典 

○単位の２点 ･･･ 縦軸（単位）・横軸（単位） 

○変化の５点 ･･･ ア 段々上がる・イ 段々下がる・ウ 突然上がる・エ 突然下がる・オ 変化なし 

◎ウ，エには特に注意 

【解答】 

米の消費量が年々少なくなってき

ているので，お米の良さを伝え，（自

分の作っている米を）たくさん買っ

てもらえるようにするため。 

再掲 
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エ 特徴ある問題から【中学校】  中１１  (3) ，中２１  ⑵ 

    
  
 
 
 
 
 

オ 授業改善のポイント【中学校】 

「時差に関する問題」⇒ １ 時差が生じる原因を考えさせる。 

２ 生徒がイメージできるようにし，丁寧な説明を行う。 

３ 問題演習を行う。 

【参考】 

「緯線が横で，経線が縦」 

緯線 ・・・横の線  赤道を中心に     北に北緯 南に南緯  ※ 90 度 

経線 ・・・縦の線  本初子午線を中心に  東に東経 西に西経  ※180 度 

「経度15度＝１時間の時差」 

＠ １日（24時間）で地球は一回転（360度）するので，１時間で地球は360÷24＝15度回転する。 

そのため，経度が15度ずれると１時間の時差が生じる。 

『東経と東経』『西経と西経』の時差→ 『経度の差÷15』 

『東経と西経』       の時差→ 『経度の和÷15』 

 

 

 

＠ 日付変更線を越えるときは注意する。 

東経 180 度(日付変更線)に近い国ほど時間は進んでいる。 

【例】新年を迎える順番 １ 日本，２ イギリス，３ アメリカ 

 

 
 
 

カ 授業改善のポイント【小中共通】 
  学習指導要領改訂により，社会的事象そのものが学習内容となっている社会科においては， 

社会との関わりを意識した課題解決的な学習活動を取り入れた授業実践が期待されている。 
授業では，社会的な見方・考え方を働かせ，ペア・グループ活動などを取り入れながら多面

的・多角的に考察・構想し，その過程や結果を説明したり論述したりできるようにすることが
期待されている。 
〇 生きて働く知識の習得場面と思考力・判断力・表現力等の育成場面を，授業にバランスよ

く取り入れる。考えさせる場面を必ず入れ，「主体的・対話的で深い学び」の授業を実践す
る。 

〇 ＩＣＴを積極的かつ効果的に活用する。また，新聞記事等を活用して，タイムリーな話題
を提供し，政治等に関心をもたせる。あわせて，自分たちの住んでいる郷土についても関心
をもたせる工夫をする。 

〇 定期的に復習する場面を取り入れる。小テスト等で重要語句などの基礎・基本の定着を図
る。また，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム上の評価問題等で思考力・表現力の育成を
図る。 

【中１】 平均通過率 ５３.２％ 

【中２】 平均通過率 ５４.２％ 

生徒がイメージできるようにしたい。地球儀

や掛け地図を使ったり，映像を見せたり，ＩＣ

Ｔ（ソフト等）を活用するなど，授業の工夫を

図りたい。定着を図るために，理解させた後は，

演習問題に取り組むことが必須である。 

① 東京（東経 135 度）とニューヨーク（西経 75 度）の経度差は，135＋75＝210 度となる。 

② 東京とニューヨークの時差は，210÷15＝14 となり，14 時間となる。 

③ 東京はニューヨークよりも時間が進んでいる。 

④ 東京の時刻（１月１日午前０時）より 14 時間前に戻すと･･･12 月 31 日の午前 10 時  

 

ア 
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(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

思考・表現 57.4% 49.3% 56.8%
基礎・基本 77.2% 75.8% 76.9%

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２

全体 70.6% 66.0% 70.2%
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内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」の平均通過率は７５．８％である。分配法則を使い同類項をまと

める問題が６７．１％，式の値の問題が６６．３％，不等式を立式する問題が６８．

１％，三角柱の体積を求める問題が６７．０％，規則性を理解し条件に合った長方形

の面積を求める問題が４１．９％であり，特に定着を図りたい問題である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は４９．３％である。垂線となることを数学的に説

明する問題が２９．７％，２つの数量の差を文字式を用いて解決する問題が７．６％，

２つの数量の差をグラフを用いて説明する問題が４６．２％（無答率１４．８％），

方程式や式の値等を用いて説明を完成させる問題が２９．２％，代表値を用いて判断

する問題が２６．８％（無解答率１３．２％）であり，課題となっている。 

○ 数量を文字式で表したり，値を代入したりすることを通して，文字式を活用した

数量の感覚を伸ばしていくなど，知識・技能を活用することを大切にして，深い理解

が図られるようにしたい。 
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数学(中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
数と
式

図形 関数
データ
の活用

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 93.6% 0.2% 0.0% 0.0% 　正・負の数の加法の計算ができ
るか。

2 (2) 中１ ○ ○ 80.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　累乗の計算ができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ 83.3% 1.0% 0.0% 0.0% 　正・負の数の四則の混じった計
算ができるか。

4 (4) 中１ ○ ○ 77.7% 3.2% 0.0% 0.0% 　１次式と数の除法の計算ができ
るか。

5 (5) 中１ ○ ○ 67.1% 3.2% 0.0% 0.0% 　分配法則を使い，同類項をまと
めることができるか。

6 2 中１ ○ ○ 77.8% 0.4% 0.0% 0.0% 　絶対値の意味を理解している
か。

7 3 中１ ○ ○ 83.9% 2.1% 0.0% 0.0%
　正・負の数を利用して，平均値
を求める式をつくることができる
か。

8 1 中１ ○ ○ 80.3% 0.9% 0.0% 0.0% 　数を素数の積で表すことができ
るか。

9 2 中１ ○ ○ 66.3% 2.7% 0.0% 0.0% 　文字に数を代入し，式の値を求
めることができるか。

10 3 中１ ○ ○ 81.1% 3.5% 0.0% 0.0% 　１次方程式を解くことができる
か。

11 4 中１ ○ ○ 68.1% 3.3% 0.0% 0.0%
　具体的な事象から数量関係を捉
え，不等式で表すことができる
か。

12 5 小６ ○ ○ 69.1% 0.8% 0.0% 0.0%
　グラフから，数量関係が比例の
関係であることを見いだすことが
できるか。

13 6 小６ ○ ○ 82.7% 1.0% 0.0% 0.0%
　「落ち」や「重なり」がないよ
うに図を完成させ，組み合わせを
考えることができるか。

14 1 小６ ○ ○ 67.0% 2.4% 0.0% 0.0% 　三角柱の体積を求めることがで
きるか。

15 2 小５ ○ ○ 90.3% 1.8% 0.0% 0.0% 　底面に着目し，頂点の数を求め
ることができるか。

16 3 小５ ○ ○ 75.8% 2.3% 0.0% 0.0%
　面の数，頂点の数，辺の数の間
の関係からきまりを見つけること
ができるか。

17 1 中１ ○ ○ 75.5% 0.7% 0.0% 0.0% 　回転移動の性質を理解している
か。

18 2 中１ ○ ○ 29.7% 2.7% 0.0% 0.0%
　角の二等分線の作図の説明や図
を基にして，垂線となることの根
拠を判断することができるか。

19 (1) 中１ ○ ○ 41.9% 2.2% 0.0% 0.0%
　問題の指示された条件に従っ
て，面積を求めることができる
か。

20 (2) 中１ ○ ○ 35.2% 3.6% 0.0% 0.0% 　規則性に気付き，文字式を用い
て表現することができるか。

21 2 中１ ○ ○ 7.6% 7.4% 0.0% 0.0%
　条件を変えることによって，新
たな問題を文字式を使って解決で
きるか。

22 1 小６ ○ ○ 89.2% 2.6% 0.0% 0.0% 　比例の関係を用いて数量を求め
ることができるか。

23 2 小６ ○ ○ 46.2% 14.8% 0.0% 0.0%
　事象を数学的に解釈し，問題解
決の方法を数学的に説明すること
ができるか。

24 3 中１ ○ ○ 29.2% 5.6% 0.0% 0.0%
　方程式やグラフを用いて，具体
的な場面で活用することができる
か。

25 1 小６ ○ ○ 87.4% 3.3% 0.0% 0.0%
　ドットプロットと度数分布表を
関連させて考えることができる
か。

26 2 小６ ○ ○ 26.8% 13.2% 0.0% 0.0% 　適切な代表値を選択し，判断す
ることができるか。

27 3 小６ ○ ○ 67.7% 3.6% 0.0% 0.0%
　度数分布表やドットプロットや
度数分布表を読み取り,判断する
ことができるか。

問 題 数 17 10 15 5 3 4

出題割合 63.0% 37.0% 55.6% 18.5% 11.1% 14.8%

75.8% 49.3% 3.3% 0.0% 0.0% 0.0%

(2)　中１各設問の分類と平均通過率
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計

校内通過率

出題の意図

1

1
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3

設問
出題
学年

問題内容別 内容領域別 県平均通過率
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思考・表現 57.4% 49.3% 56.8%
全体 70.6% 66.0% 70.2%

(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 77.2% 75.8% 76.9%
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７６．９％である。等式の変形の問題が６９．７％（無

解答率７．７％），連立方程式の問題が６４．２％（無解答率８．０％），作図の説明の問

題が６５．１％，範囲の問題が５６．６％，最頻値の問題５１．９％（無解答率１１．５％）

であり，特に定着を図りたい問題である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は，５６．８％である。文字式による説明の問題が５３．

７％，数のきまりを予想する問題が４６．６％（無解答率１２．８％），式で表された性質

を形が変化する図形に適用する問題が５４．８％，伴って変わる数量の求め方を説明する

問題が５１．６％（無解答率１８．７％），代表値を用いて判断する問題が６６．８％，２

つの度数分布多角形から主張の理由を説明する問題が４４．５％（無解答率１９．８％）

であり，課題となっている。 

○ 式の計算から図形の説明に至るまで，文字式で表されていることの意味がしっかりと理

解されるよう丁寧に取り扱い，式や表，グラフを用いて自らの考えを書いたり，伝えたり

する取組を大切にしたい。また，データの活用で学んだ知識・技能を活用する場面を十分

に取り入れていくことが必要である。 
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数学(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
数と
式

図形 関数
デー
タの
活用

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 94.7% 0.1% 0.0% 0.0% 　正・負の数の四則の混じった計算
ができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ 83.9% 0.5% 0.0% 0.0% 　多項式と多項式の減法ができる
か。

3 (3) 中２ ○ ○ 84.3% 0.5% 0.0% 0.0% 　負の符号が付いた単項式の累乗の
計算ができるか。

4 (4) 中２ ○ ○ 91.9% 1.7% 0.0% 0.0% 　単項式どうしの除法ができるか。

5 2 　 中２ ○ ○ 74.6% 3.1% 0.0% 0.0% 　文字に数を代入し，式の値を求め
ることができるか。

6 3 中２ ○ ○ 69.7% 7.7% 0.0% 0.0% 　等式の性質を用いて，等式を変形
できるか。

7 1 中２ ○ ○ 64.2% 8.0% 0.0% 0.0% 　加減法や代入法を利用して，連立
方程式を解くことができるか。

8 2 中２ ○ ○ 92.2% 3.4% 0.0% 0.0% 　数量の関係を捉え，２元１次方程
式を立式できるか。

9 1 中１ ○ ○ 88.7% 0.7% 0.0% 0.0%
　表から比例の特徴を捉え，xの値に

対応するyの値を求めることができる
か。

10 2 中１ ○ ○ 74.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　反比例のグラフの特徴を理解して
いるか。

11 1 中１ ○ ○ 65.1% 0.4% 0.0% 0.0% 　垂線の作図方法を理解している
か。

12 2 中1 ○ ○ 64.8% 0.3% 0.0% 0.0% 　円柱と円錐の体積の関係を理解し
ているか。

13 3 中２ ○ ○ 67.0% 0.5% 0.0% 0.0%
　多角形の内角の和の公式や多角形
の外角の性質を使うことができる
か。

14 4 中２ ○ ○ 88.7% 1.2% 0.0% 0.0% 　平行線の性質を用いて角度を求め
ることができるか。

15 1 中２ ○ ○ 53.7% 1.0% 0.0% 0.0% 　式から問題場面における考察の対
象を捉えることができるか。

16 2 中２ ○ ○ 60.2% 10.8% 0.0% 0.0% 　予想された考えを，文字を利用し
て説明することができるか。

17 3 中２ ○ ○ 46.6% 12.8% 0.0% 0.0% 　発展的に考え，予想した事柄を説
明することができるか。

18 1 中２ ○ ○ 75.3% 4.3% 0.0% 0.0%
　証明の根拠として用いられている
三角形の合同条件を理解している
か。

19 2 中２ ○ ○ 75.6% 0.7% 0.0% 0.0% 　正しく証明を読み取り，式が示す
根拠を答えることができるか。

20 3 　 中２ ○ ○ 54.8% 0.6% 0.0% 0.0% 　すでに示された課題解決の内容
を，新たな課題に活用できるか。

21 1 中１ 〇 ○ 95.8% 1.3% 0.0% 0.0%
　与えられた表やグラフから，必要
な情報を適切に読み取ることができ
るか。

22 2 中１ ○ ○ 57.6% 1.1% 0.0% 0.0%
　与えられた情報から，比例定数が
表す意味を判断することができる
か。

23 3 中１ ○ ○ 51.6% 18.7% 0.0% 0.0%
 事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明することができ
るか。

24 1 中１ 〇 ○ 56.6% 6.3% 0.0% 0.0% 　資料から範囲を求めることができ
るか。

25 2 中１ ○ ○ 66.8% 1.5% 0.0% 0.0%   中央値を用いて資料の傾向をとら
え説明することができるか。

26 3 中１ ○ ○ 51.9% 11.5% 0.0% 0.0% 　度数分布表において，最頻値を求
めることができるか。

27 4 中１ ○ ○ 44.5% 19.8% 0.0% 0.0%
　資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明で
きるか。

問 題 数 18 9 11 7 5 4

出題割合 66.7% 33.3% 40.7% 25.9% 18.5% 14.8%

76.9% 56.8% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0%

(4)　中２各設問の分類と平均通過率

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別 県平均通過率 校内通過率

出題の意図

1

1
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計
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(5)  数学（授業改善の視点） 

  ア 出題について 
   ＜中学校＞ 

・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 過去の鹿児島学習定着度調査や全国学力・学習状況調査の通過率の低い設問の類題を出題。 

   ・ 文字式や表，グラフから言えることを説明する設問を出題。 

 

  イ 特徴ある問題から 
   ＜中学校＞ 

        中１：６の３，中２：５の１ 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 

 

 

 

 

   
ウ 授業改善のポイント 

    ＜中学校＞ 

     上記で述べている，式を用いて表現する力だけでなく，表やグラフからいえる特徴等を用い

て表現する力を身に付けていくために，次のようなことを授業で行うことが重要である。 

○式，表，グラフがどのような意味をもっているのか，生徒に立ち止まって考えさせる。 

（例えば，式が表す意味，数の対応，変化の仕方，座標の意味等） 

○事象を観察させ，生徒個々が言えそうだと考えることを書かせ，主張させる。 

指導事項： 

中１：方程式やグラフを具体的な

場面で活用することができる。 

中２：式から問題場面における考

察の対象を捉えることができる。 

 

通過率：中１ ２９．２％ 
    中２ ５３．７％ 

調査の結果から，文字式や式の

値，方程式の意味を理解し，式の意

味を読み取ったり，説明等に活用

したりする問題に課題があること

が分かった。 
中１調査における分配法則の計

算，式の値，不等式の立式，中２調

査の等式の変形，連立方程式の計

算など，文字式を用いた基本的な

知識・技能についても十分とはい

えない結果であった。 
文字式を用いた説明について

は，規則性の問題だけでなく，図形

の性質を説明する問題においても

使用され，数学的な表現として重

要な役割を担っていることから，

生徒の理解の状況を丁寧に把握し

ていく必要がある。 
 

中２ 

中１ 
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(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

50.5%

中２
基礎・基本 79.0% 72.7% 77.6%

68.6%全体 73.1% 69.4%

学年別平均通過率

小５ 中１

思考・表現 65.3% 62.9%
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７２．７％であり，やや課題が見られる。大問６

⑴②の溶液の質量の問いが５３．８％，大問８⑵メスシリンダーの読みは４８．０％

と通過率が低い。質量パーセント濃度に関する問いは，言葉による式を立式できるが，

具体的な数値をグラフから読み取り立式することができない。また，メスシリンダー

の読みに関する問いは，目分量での読み取る技能が不十分である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は６２．９％である。大問４(2)の音の要素と波形の

関連を言葉でまとめる問いが５５．１％，大問７⑶の状態変化における質量保存の概

念をモデル化する問いが３８．８％と通過率が低くなっている。 

○ 内容・領域別の通過率のバランスは概ね良好で，地球領域は小学校からの出題で

あり，基本的な知識等が身に付いている。 
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理科(中学校第１学年）

大

問

中

問

小

問
基礎・
基本

思考・
表現

エネル
ギー

粒子 生命 地球
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中１ ○ ○ 77.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　植物の成長に伴う変化について理解し
ているか。

2 2 中１ ○ ○ 62.6% 0.1% 0.0% 0.0% 　被子植物と裸子植物の働きで共通する
点を理解しているか。

3 3 中１ ○ ○ 69.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　裸子植物の花と種子の関係を理解し，
種子のでき方を考えることができるか。

4 1 中１ ○ ○ 75.1% 3.1% 0.0% 0.0% 　軟体動物の特徴を理解しているか。

5 2 中１ ○ ○ 58.1% 0.1% 0.0% 0.0% 　魚類の特徴について理解しているか。

6 3 中１ ○ ○ 64.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　両生類と魚類を分類する観点を理解
し，分類の観点を理解しているか。

7 1 中１ ○ ○ 67.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　物質の境界面で起こる光の屈折を理
解しているか。

8 2 中１ ○ ○ 78.1% 2.6% 0.0% 0.0% 　全反射について理解しているか。

9 1 中１ ○ ○ 77.1% 0.2% 0.0% 0.0% 　音を伝える物体について理解している
か。

10 2 中１ ○ ○ 55.1% 4.6% 0.0% 0.0% 　おもりの数を増やす以外の音を高くす
る方法を考えることができるか。

11 3 中１ ○ ○ 48.5% 0.4% 0.0% 0.0%
　与えられた条件から音の高低や大小に
ついて波形と関連付けて考えることがで
きるか。

12 1 小５ ○ ○ 96.7% 0.2% 0.0% 0.0% 　流れる水の働きについて理解している
か。

13 2 小６ ○ ○ 61.2% 0.3% 0.0% 0.0%
　流れる水の働き及び堆積物の粒の大
きさにより地層のでき方を考えることがで
きるか。

14 3 小６ ○ ○ 76.9% 0.3% 0.0% 0.0% 　地層のでき方による構成物の特徴の違
いを理解しているか。

15 1① 中１ ○ ○ 80.1% 0.8% 0.0% 0.0% 　溶液は溶質と溶媒から成り立つことを
理解しているか。

16 1② 中１ ○ ○ 53.8% 5.1% 0.0% 0.0% 　溶液の質量は溶媒と溶質の和であるこ
とを理解しているか。

17 2 中１ ○ ○ 75.8% 0.8% 0.0% 0.0%
　水温が上がったときの水溶液の様子
を，粒子のモデルを使って表現すること
ができるか。

18 1 中１ ○ ○ 89.9% 0.4% 0.0% 0.0% 　ロウが状態変化するとき，体積は変化
することを理解しているか。

19 2 中１ ○ ○ 75.8% 0.4% 0.0% 0.0% 　ロウが状態変化するとき，質量は変化
しないことを理解しているか。

20 3 中１ ○ ○ 38.8% 3.7% 0.0% 0.0%
　固体から液体への状態変化のようす
を，粒子のモデルで考えることができる
か。

21 1 中１ ○ ○ 80.2% 0.4% 0.0% 0.0% 　金属の特徴を理解しているか。

22 2 中１ ○ ○ 48.0% 1.6% 0.0% 0.0% 　メスシリンダーの値を読み取り，物体の
体積を求めることができるか。

23 3 中１ ○ ○ 74.8% 1.8% 0.0% 0.0% 　質量と体積の値から密度を求め，金属
を同定できるか。

24 ４ 中１ ○ ○ 78.6% 1.2% 0.0% 0.0%
　密度の大小によって水に油が浮くこと
を体積と質量の関係を表したグラフを基
に考えることができるか。

問 題 数 16 8 5 10 6 3

出題割合 66.7% 33.3% 20.8% 41.7% 25.0% 12.5%

72.7% 62.9% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0%

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別 県平均通過率 校内通過率

出題の意図

1

2

3

4

5

6

7

8

(2)　中１各設問の分類と平均通過率

計

69.4% 0.0%
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(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

全体 73.1% 69.4% 68.6%

学年別平均通過率
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７７．６％であり，概ね知識は定着している。どの

設問もほぼ７割以上の通過率だが，大問３⑵の等圧線の読みが２７．６％の通過率で，

無答率も４．０％となっており，基本的な天気図の見方に関する技能の定着が不十分

である。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は５０．５％である。大問３⑶の高気圧，低気圧の風

の吹き出し，吹き込みから風向を推測する問いが２８．６％，大問７⑶のグラフ，表

の数値から未反応のマグネシウムの質量を求める問いが通過率３９．２％である。モ

デル図を参考に風向を推測したり，比例関係を利用して，物質の未反応量を算出した

りすることに課題がある。 

○ 内容・領域別の通過率は，地球領域以外の３領域では概ね良好であるが，地球領域

の気象に関する単元に課題がある。 
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理科(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

エネ
ル

ギー
粒子 生命 地球

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中２ ○ ○ 77.8% 0.0% 0.0% 0.0%
　道管の配置を立体的に理解している
か。

2 2 中２ ○ ○ 70.8% 0.0% 0.0% 0.0% 　道管の名称を理解しているか。

3 3
中１
中２

○ ○ 93.0% 0.0% 0.0% 0.0% 　顕微鏡のしくみを理解しているか。

4 4 中２ ○ ○ 43.5% 0.0% 0.0% 0.0%
　植物内の水の移動について蒸散と吸
水を関係付けて考えることができるか。

5 1 中２ ○ ○ 70.9% 0.3% 0.0% 0.0%
　ベネジクト液の反応を理解している
か。

6 2 中２ ○ ○ 83.1% 0.1% 0.0% 0.0%
　だ液に含まれる消化酵素を理解して
いるか。

7 3 中２ ○ ○ 78.1% 0.1% 0.0% 0.0%
　デンプンはブドウ糖に分解されて体内
に吸収されることを理解しているか。

8 1 中2 ○ ○ 76.2% 0.2% 0.0% 0.0% 　前線の記号を理解しているか。

9 2 中２ ○ ○ 27.6% 4.0% 0.0% 0.0%
　天気図上の等圧線を正しく読み取るこ
とができるか。

10 3 中２ ○ ○ 28.6% 0.3% 0.0% 0.0%
　高気圧，低気圧と風の吹き方との関係
を正しく考えることができるか。

11 4 中２ ○ ○ 53.7% 0.3% 0.0% 0.0%
　高気圧，低気圧，前線の移動から，天
気の移り変わりを推測することができる
か。

12 1 中１ ○ ○ 91.7% 0.3% 0.0% 0.0%
　基本的に地層は下の方が古いことを
理解しているか。

13 2 中１ ○ ○ 79.0% 3.0% 0.0% 0.0%
　各地点の地層の重なり方を見て，どの
標高に何が堆積しているかを推定する
ことができるか。

14 3 中１ ○ ○ 39.8% 3.2% 0.0% 0.0%
　中に含まれている粒の形から堆積岩
を見分けることができるか。

15 1 中1 ○ ○ 93.9% 1.6% 0.0% 0.0%
　１つの物体にはたらく２力がつり合う条
件を理解しているか。

16 2 中1 ○ ○ 69.5% 0.3% 0.0% 0.0%
　１つの物体にはたらく２力がつり合う条
件を理解しているか。

17 3 中1 ○ ○ 47.3% 4.9% 0.0% 0.0%
　物体にはたらく垂直抗力を，力の矢印
を使って図示することができるか。

18 1 中２ ○ ○ 83.4% 3.4% 0.0% 0.0%
　安全に配慮した正しい実験操作とそ
の方法を理解しているか。

19 2 中２ ○ ○ 91.6% 0.3% 0.0% 0.0%
　塩化コバルト紙の性質を理解している
か。

20 3 中２ ○ ○ 82.3% 0.3% 0.0% 0.0%
　フェノールフタレイン溶液の色の変化
から，物質の性質が変化したことを理解
しているか。

21 4 中２ ○ ○ 64.8% 7.3% 0.0% 0.0%
　化学変化「分解」の意味を理解してい
るか。

22 1 中２ ○ ○ 87.5% 2.9% 0.0% 0.0%
　実験データを使い，結びついた酸素
の質量を計算することができるか。

23 2 中２ ○ ○ 73.0% 2.2% 0.0% 0.0%
　分子を理解し，酸素分子をモデルで
表すことができるか。

24 3 中２ ○ ○ 39.2% 4.8% 0.0% 0.0%
　グラフをもとに，酸素と結びついていな
いマグネシウムの質量を求めることがで
きるか。

問 題 数 16 8 3 7 7 7

出題割合 66.7% 33.3% 12.5% 29.2% 29.2% 29.2%

77.6% 50.5% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0%

県平均通過率 校内通過率

(4)  中２各設問の分類と平均通過率

出題の意図

1

2

3

設問

出題学年

問題内容別 内容領域別

68.6% 0.0%

4

5

6

7

計
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(5)  理科（授業改善の視点）【小中共通】 
    ア 出題について 

・ 全学年，基礎的・基本的な問題を中心に，例年並みの「思考・表現」に関する問題も出 

題。 

・ 小５は，大問６で日常的に見られる事象について，理科的な見方・考え方を発揮させる 

場面設定を行い，学習した各単元の内容を活用して解答する問題を出題。 

・ 中１は，小学校の内容から大問５で地層のでき方に関する問題，中１の内容から，大問 

６，７で実験結果から粒子モデルを推測する問題を出題。 

・ 中２は，中１の内容から，大問４でかぎ層を基に柱状図を作成する問題，中２の内容か 

ら大問３で気象，大問７で化学変化の未反応分の物質の質量を求める問題を出題。     
イ 特徴ある問題から（小学校）   小５６   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平均通過率 

４９．８％ 

◇ 次の二点を意識して日々の指導を！ 

① 教師自身が日常的に見られる事象等について，問いかけを意図的に行う。 
② 「同じです。いいと思います。」で終わらせず，なぜ，そう考えたのかなど，自 
分と他者の意見を比較しながら考えを深める場面を大切にする。 
 
※ 児童は日常的に理科の見方・考え方を発揮しながら，協働して課題解決できる

ようになる。 
。 

空気中の水じょう気が冷やされて，水にもどった 

  
エ 

平均通過率 

５６．３％ 

再掲 
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中１ 

ウ 特徴ある問題から（中学校）  中１７，中２７  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 授業改善のポイント【小中共通】  

〇 小５の太陽の通り道の方位を答える問題は５６．３％，中２の等圧線から気圧を読み取る

問題は２７．６％，高気圧や低気圧の風の吹き出し，吹き込みに関する問題は２８．６％と

通過率が低い。特に，自然観察等が関係する単元は一度学習して終わりではなく，単元での学

習終了後，学習した内容やそれに関する事象に興味・関心を持続，向上させる工夫を行う。（授

業開始前や終了後にＩＣＴを活用した情報提供や児童生徒への問い掛けを意図的，計画的に

行うことが効果的である。） 

〇 系統性（単元間，小・中のつながり）を意識した指導の充実を図る。そのために，教師自

ら，他校種，他学年の鹿児島学習定着度調査の問題を解いてみることが大切である。（小５：

大問２，３，５，６⑶，⑷，中１：大問５，中２：大問４，５は，前年度以前の指導内容） 

〇 小学校では「問題解決の過程」，中学校では「探究の過程」を踏まえた授業を展開する。特に， 

自分の考えを再構築する過程を大切にする。また，単元によって，自分の考えを文字だけで 

なく，図やモデル，グラフ等を使って整理する場面も十分に確保することが重要である。 

※ 問題中にグラフがなくても，表に示される数値から自分でグラフ化（変化

の傾向をつかむ）し，計算とグラフを併用し，解答していく力を育成する。 

中２ 

平均通過率 

３８．８％ 

 

※ 微視的な事象につ
いて，実験結果を基
に，質量や体積等を
踏まえ，粒子の数に
着目して適切なモデ
ルを選択できる（自
分で描く）力を育成
する。 
（大問６とも関連） 

平均通過率 

３９．２％ ア:0.40 イ:0.60 
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(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

中２
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○ 「基礎・基本」については，平均通過率が目標の８０％を越えたのは１５問中４問で

あり，昨年度より２問増えた。また，昨年度よりも通過率が改善した問題が１０問であ

り，改善が図られつつある。一方で，語順整序の問題は昨年度よりも通過率が下がって

おり，特に be 動詞を使った否定文の語順を答える問題は１０ポイント以上低くなってい

る。 

○ 「思考・表現」については，平均通過率が目標の５０％を越えたのは８問中７問であ

った。「聞くこと」の領域は，まとまりのある英語を聞いて必要な情報を捉える新規問題

の平均通過率が９０％を越えるなど，目的に応じて英語を聞いて理解する力は身に付い

ていると思われる。一方，昨年度と比較して平均通過率が低くなった課題としては，ポ

スターの内容を表す英文を選択する問題と，日常的な話題について読んだことから概要

を把握し，自分の考えを書く問題がいずれも２０ポイント以上低くなっていることが挙

げられる。 
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英語（中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 83.3% 0.0% 0.0% 0.0%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ 88.7% 0.0% 0.0% 0.0%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ 65.2% 0.0% 0.0% 0.0%
　日常的な話題に関する対話を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ 76.8% 0.1% 0.0% 0.0%
　身近な話題に関する応答となるよう，適切な文
を選ぶことができるか。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ 75.6% 0.1% 0.0% 0.0%
　身近な話題に関する応答となるよう，適切な文
を選ぶことができるか。

6 (3) 中１ ○ ○ ○ 49.8% 0.1% 0.0% 0.0%
　身近な話題に関する応答となるよう，適切な文
を選ぶことができるか。

7 3 中１
思・表

１ ○ 91.0% 0.1% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英語を聞いて，必要な情報を捉
えることができるか。

8 4 中１ ○ ○ ○ 76.5% 0.1% 0.0% 0.0%
　コミュニケーション場面から考えられる質問を
選択することができるか。

9 (1) 中１ ○ ○ 95.6% 1.0% 0.0% 0.0%
　自己紹介を聞いて，その内容を捉えることがで
きるか。

10 (2) 中１
思・表

２ ○ ○ 78.8% 4.1% 0.0% 0.0%
　捉えた内容について適切に応じることができる
か。

11 6 中１ ○ ○ 77.7% 0.1% 0.0% 0.0%
  表と対話文の内容を把握し，適切な語を選択す
ることができるか。

12 (1) 中１ ○ 〇 79.5% 0.2% 0.0% 0.0%
  対話文の内容を把握し，適切な語を選択するこ
とができるか。

13 (2) 中１
思・表

１ ○ 51.6% 0.3% 0.0% 0.0%
  ポスターの内容を表す英文を選択することがで
きるか。

14 ① 中１ ○ ○ 84.7% 0.2% 0.0% 0.0%
  対話文の内容を正確に把握し，対話の流れに合
う疑問文を選択することができるか。

15 ② 中１ ○ ○ 57.5% 0.3% 0.0% 0.0%
  対話文の内容を正確に把握し，対話の流れに合
う疑問文を選択することができるか。

16 (2) 中１
思・表

１ ○ 80.6% 0.3% 0.0% 0.0%
  英文の概要を把握し，話題として適切なものを
選ぶことができるか。

17 9 中１
思・表

１ ○ 57.1% 0.5% 0.0% 0.0%
  英文の要点を把握し，文脈から判断して適切な
英文を選択することができるか。

18 10 中１
思・表

２ ○ 33.7% 8.3% 0.0% 0.0%
　日常的な話題について読んだことから概要を把
握し，自分の考えを書くことができるか。

19 (1) 中１ ○ ○ ○ 57.6% 0.8% 0.0% 0.0%
　be動詞を使った否定文の正しい語順を答えるこ
とができるか。

20 (2) 中１ ○ ○ ○ 63.0% 0.8% 0.0% 0.0%
　疑問詞＋名詞を使った疑問文の正しい語順を答
えることができるか。

21 12 中１ ○ ○ ○ 66.1% 3.0% 0.0% 0.0%
　対話の流れから判断して，適切な語を補って英
文を完成させることができるか。

22 A
思・表

３ ○ 92.5% 2.6% 0.0% 0.0%

23 B
思・表

３ ○ 60.6% 2.6% 0.0% 0.0%

問 題 数 15 8 10 8 8 5

出題割合 65.2% 34.8% 40.0% 32.0% 32.0% 20.0%

73.2% 68.2% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0%

(2)　中１各設問の分類と平均通過率

71.5%

　自己紹介を書く相手や目的を意識して，まとま
りのある英文を書くことができるか。

0.0%

中１13

2

11

出題の意図

県平均通過率 校内通過率内容領域別問題内容別

出題
学年

計

設問

7

1

8

(1)

5
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(3)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

中１ 中２
基礎・基本 73.2% 63.0%
思考・表現 68.2% 56.4%

全体 71.5% 60.4%
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○ 「基礎・基本」について，平均通過率が目標の８０％を超えたのは１５問中４問で

あり，昨年度と同数であった。昨年度よりも通過率が改善した問題が９問であり，改

善が図られつつある。一方で，語順整序の問題，文脈から判断して適切な英語を書く

問題や，与えられた情報について英文を書く問題については，正答率が３０％に満た

ず，無解答率が１０％を超える問題も見られた。また，正答数の少ない層が増えてお

り，全体の正答数の分布にばらつきが多くなる要因となっている。 

○ 「思考・表現」について，平均通過率が目標の５０％を超えたのは８問中５問であ

り，昨年度より３問増えた。新学習指導要領を踏まえた出題に対応できる生徒が増え

つつあると思われる。ただし，英語を聞いたり読んだりした後に書く問題については，

昨年度よりもやや改善しているが，無解答率が２０％前後と依然として高い。与えら

れたテーマについてまとまりのある英文を書く問題については，内容の適切さが５

０％を超えた。また，正確さが約８ポイント上がるなど，やや改善が見られる。 
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英語（中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ 44.3% 0.1% 0.0% 0.0%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ 79.9% 0.0% 0.0% 0.0%
　日常的な場面における英語を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

3 (3) 中２ ○ ○ 73.7% 0.0% 0.0% 0.0%
　日常的な話題に関する対話を聞いて，適切な絵
を選択することができるか。

4 2 中１・２ 思・表１ ○ 89.5% 0.1% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英語の概要を理解することがで
きるか。

5 (1) 中１・２ 思・表２ ○ 68.1% 0.2% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英語を聞いて，必要な情報を捉
えることができるか。

6 (2) 中１・２ 思・表１ ○ 47.3% 0.4% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英語を聞いて，要点を捉えるこ
とができるか。

7 4 中２ 思・表１ ○ ○ 48.6% 18.6% 0.0% 0.0%
　聞いて把握した内容について，適切に応じるこ
とができるか。

8 (1) 中２ ○ ○ 68.3% 0.3% 0.0% 0.0%
　英文を読んで，文脈から判断して適切な語を選
択することができるか。

9 ① 中２ ○ ○ 65.1% 0.2% 0.0% 0.0%
　文と文のつながりに注意して，正しい英文を選
択することができるか。

10 ② 中２ ○ ○ 83.3% 0.2% 0.0% 0.0%
　文と文のつながりに注意して，正しい英文を選
択することができるか。

11 (1) 中２ 思・表１ ○ 76.3% 0.1% 0.0% 0.0%
　説明文の概要を的確に捉え，説明されているも
のを選択することができるか。

12 (2) 中２ ○ ○ 82.8% 0.2% 0.0% 0.0%
　説明文の内容を正確に捉え，正しい絵を選択す
ることができるか。

13 中２ ○ ○ 93.1% 0.4% 0.0% 0.0%

14 中２ ○ ○ 91.1% 0.4% 0.0% 0.0%

15 (1) 中２ 思・表１ ○ 45.8% 0.5% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英文を読んで，概要を理解する
ことができるか。

16 (2) 中２ 思・表１ ○ 62.5% 0.9% 0.0% 0.0%
　まとまりのある英文を読んで，要点を理解する
ことができるか。

17 8 中２ 思・表２ ○ 45.3% 23.4% 0.0% 0.0%
　社会的な話題について，自分の考えが書けるよ
う概要を読み取ることができるか。

18 (1) 中２ ○ ○ ○ 77.1% 0.5% 0.0% 0.0%
　助動詞を伴う否定文の用法を理解し，正しい語
順を答えることができるか。

19 (2) 中２ ○ ○ ○ 54.9% 0.5% 0.0% 0.0%
　二つの目的語をとる動詞の用法を理解し，正し
い語順を答えることができるか。

20 (3) 中２ ○ ○ ○ 46.0% 0.7% 0.0% 0.0%
　不定詞の副詞的用法を理解し，正しい語順を答
えることができるか。

21 10 中１ ○ ○ ○ 29.1% 14.0% 0.0% 0.0%
　対話文中の空所に当てはまる表現を文脈から判
断し，適切な英語を用いて表現できるか。

22 (1) 中１ ○ ○ ○ 55.3% 6.8% 0.0% 0.0%
　与えられた情報に基づいて，３人称単数現在時
制の肯定文を正確に書くことができるか。

23 (2) 中１ ○ ○ ○ 39.7% 9.0% 0.0% 0.0%
　与えられた情報に基づいて，３人称単数現在時
制の肯定文を正確に書くことができるか。

24 (3) 中２ ○ ○ ○ 23.6% 12.8% 0.0% 0.0%
　与えられた情報に基づいて，不定詞を伴う３人
称単数現在時制の肯定文を正確に書くことができ
るか。

25 内容 思・表３ ○ 51.9% 14.1% 0.0% 0.0%

26 正確 思・表３ ○ 28.6% 14.1% 0.0% 0.0%

問 題 数 16 10 7 8 10 9

出題割合 61.5% 38.5% 33.3% 38.1% 47.6% 42.9%

63.0% 56.4% 4.6% 0.0% 0.0% 0.0%

60.4% 0.0%

(4)　中２各設問の分類と平均通過率

11

中１・２

　与えられたテーマについて，文と文のつながり
などに注意してまとまりのある英文を書くことが
できるか。

計

7

　グラフの内容を正しく表す英文を選択すること
ができるか。

校内通過率

出題の意図
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(5) 英語（授業改善の視点） 

   【読むこと】 

     ア 出題について 

・ 社会的な話題について，自分の考えが書けるよう概要を読み取ることができるか。 

     イ 特徴ある問題から 

・ 中２大問８ １２０語程度の英文を読み，質問に答える問題  
８ 次は，中学生のカイト（Kaito）が書いた英文です。これを読んで考えたことを英文で書く宿題が出ました。あな

たの考えを英文で書きなさい。なお，英文は I または We で書き始めること。 

I’m going to talk about this book.  It’s a book about Malala.  Do you know her? 
    Malala was born in Pakistan.  Her father made schools for boys and girls there.  She liked to go to school, but from 2008, 
the girls couldn’t learn at school.  She started to write about her life.  Many people in the world read her blog and knew about 
the difficult times of the people in Pakistan. 
    In 2012, Malala was shot, but she lived.  And she got the Nobel Prize in 2014. 

Malala thinks that every boy and girl has the right to go to school, but in some places now, many boys and girls can’t.  
They sometimes have to work for their family. 

（正答例）(I think) Japanese students are happy. 
We are happy (because we can go to school. 

  I hope everyone can go to school. など                 通過率 45.3% 無解答率 23.4%  

考えられる課題 

● 初見の英語の概要や要点を捉える読み方が身に付いていない。 

● 読んだ内容について，自分の考えや気持ちを表出することに慣れていない。 

● 実際のコミュニケーション場面を想定した問題に慣れていない。 
 

   ウ 授業改善のポイント（英文の読ませ方の基本的な指導方法については，令和２年度報告書を参照） 

 

 

 
     

 

 

 

 

 
 
 
  

 

 

 

 
 
 

 

 
 
  

□ 年間を通じて初見の英文に触れさせる。 

  初見の英文を最後まで読み通す力を付ける必要があります。指導に当たっては，適度な難

易度の自作教材を複数用意して読ませるほかに，教科書本文を活用する方法もあります。後

者のポイントは，内容理解の活動前に言語材料の指導を終わらせることです。単元前半は言

語材料に慣れ親しませ，その後，既習の知識のみを頼りに本文の内容理解の活動を行います。 

□ 実際のコミュニケーション場面を想定した上で，読んで（あるいは聞いて）理解した内容

について，自分の考えや気持ちを話したり書いたりする活動を継続的に行う。 

表現活動では，「何のために」，「誰に対して」などの目的を明確にします。発音や発言内容

の質を高める方法としては，音読指導の徹底が効果的です。単語での発話も認めた上で，相

手を複数回変えてやり取りに習熟させたり，優れたペアを紹介した後に活動を再開する「中

間指導」を行ったりすることで，表現の量や質を高めていきます。書く活動を話す活動の後

に位置付けることで，スムーズに取り組めるようになります。 

□ 表現の「適切さ」を評価し，生徒の意欲を高める。 

「思考・表現」を問う問題では「コミュニケーションの目的，場面，状況に応じた適切さ」

を評価します。文法的な誤りを含んでいても，コミュニケーションに支障をきたさない誤り

であり，「適切」と判断できる表現は正解とする問題を取り入れるなど，評価の在り方を見直

して，生徒の表現しようとする意欲を引き出しましょう。 

□ テキストタイプに応じた内容把握の指導を行う。 

一文ずつ時間をかけて日本語訳する活動に終始するのではなく，テキストタイプに応じた

発問の工夫を行います。発問は英語で行い，学習形態を工夫しながら生徒にも英語で答えさ

せるようにします。 

テキストタイプ 読み取るべき内容 

ニュースやアナウンスなどの日常的な話題の文章 必要な情報（キーワードなど） 

物語などの時系列に語られる文章 概要（話の大まかな流れ） 

説明文やスピーチなどのメッセージを含む文章 要点（筆者が述べたいこと） 
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【書くこと】 

    ア 出題について 

・ 対話文中の空所に当てはまる表現を文脈から判断し，適切な英語を用いて表現させる問題を

出題。 

・ 与えられた情報に基づいて，３人称単数現在時制の肯定文，不定詞を伴う３人称単数現在時

制の肯定文を正確に書く問題を出題。 

   イ 特徴ある問題から 

   ・ 中２大問９ 基本文の語順を答える問題 

・ 中２大問10 対話の場面を理解し，英文を完成させるために適切な表現を答える問題 

・ 中２大問11 基本文を用いて，第３者を紹介するための英文を書く問題 

９ 次の(1)から(3)までのそれぞれが自然な対話と

なるように，  の部分に〔  〕内の語句を並べ

かえて英文を完成させなさい。答えは，左から順に

記号で書きなさい。 （※ 〔  〕は省略） 

(1)  自宅で 

A :  Can I go shopping now? 
B :  No, you  can not go out  .  Dinner is ready. 

通過率 77.1%（R2類似（It is not mine.）75.3%） 

(2)  放課後に 

A :  Tomorrow is Meg’s birthday. 
  I  will give her a bag  .   

She usually uses old one. 
B :  Sounds great. 

通過率 54.9%（R2類似（... show me your book?）64.0%） 
(3)  登校中に        

A :  What did you do yesterday? 
B :  I went to  the zoo to see koalas   with my  

family. 
通過率 46.0%（R2類似（… restaurant to have dinner …）75.3%） 

 

10 例を参考にして，話が成り立つように，（  ）内の語に

不足している語を補って，英文を完成させなさい。なお，

（  ）内の語は，必要に応じて形を変えること。  
 冬休み（winter vacation）明けに，教室で 

Chris :  What did you do in the winter vacation? 
Takashi:  My family and I went to see our grandparents in 

Yakushima.   (  stay → We stayed  ) there 
for a week. 

Chris :  Wow!  Wonderful! 
通過率 29.1% 無解答率 14.0% 

11 次の表の(1)から(3)は，ある男子中学生に関する現在の

情報を示しています。これらの情報を用いて，彼について

説明する英文をそれぞれ書きなさい。 

(1) 出身 Korea （答）He is from Korea. 

通過率 55.3% 無解答率 6.8%  
(2) 住んでいる都市 London （答）He lives in London. 

通過率 39.7% 無解答率 9.0%  

(3) 将来の夢 
歌手（singer）

になること 
（答）He wants to be a singer. 

His dream is to be a singer. 
通過率 23.6% 無解答率 12.8%  

考えられる課題 
● 各学年で習得させるべき基本文（否定文，二つの目的を取る動詞，不定詞）が定着していない。 
● 代名詞などの言語材料をコミュニケーション場面で使いこなす力を身に付けさせていない。 
● 過去の調査から明らかになっている課題を解決させないまま調査を受けさせている。 

 
  ウ 授業改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
 

 

 

 
  

□ 意図的に英語を使用し，やり取りを通して英語力を高める。 
生徒が既習の知識の多様な用法に気付き，自在に使いこなせるようになるまで，教師自身

が粘り強く英語を使用することが大切です。教師の自然な英語使用は，生徒にとって，相手

にうまく伝わらない時や言い間違えた時の対処法などを学ぶ機会にもなります。日頃から自
分の考えや気持ちを含めて，平易な英語で生徒に語るようにしましょう。 

□ 定着までの段階を細かく設定する。 
基本文の指導に当たっては，例えば，①英語を聞いたり読んだりする活動を通して，場面

や状況から意味を理解する段階，②場面や状況を意識しながら，書かれた英語をすらすらと
気持ちを込めて読む段階，③言いたい表現を英語ですらすらと気持ちを込めて言う（日本語
を英語に直す）段階，④目的や場面，状況等に応じて英語で話す段階，⑤自分が話した英語を

書く段階など，細かな段階を設定して定着を図ります。 

□ コミュニケーション場面で知識を活用させながら，徐々に正確さを高めていく。 
既習事項を自在に使いこなせるようになるには，それらをコミュニケーション場面で使う

経験を繰り返す必要があります。身に付けるべき表現を使う必然性のある場面を設定した上

で，誤りがあったら修正を加えながら，徐々に表現の正確さを高めていきましょう。既習事
項の意味や用法を振り返らせたいときは，要点をプレゼンテーションソフトのスライドにま
とめて大型テレビ等に提示することで，短時間で繰り返し復習することができます。 
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Ⅵ 児童生徒質問紙と学校質問紙の結果概要 

 １ 児童生徒質問紙の結果概要 

(1)  授業中の学習に対する満足度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ あなたは，次のような授業で学んでいて，どのように感じますか。 

① とてもやりがいを感じる  ③ あまりやりがいを感じない 

② やりがいを感じる     ④ やりがいを感じない 
   小５   中１   中２ 

授業中の学習に対する満足度については，「先生

の説明の時間が多い授業」を肯定する児童生徒の割

合より，ＩＣＴ活用をはじめとして，児童生徒が主

体的・対話的に学ぶ授業にやりがいを感じている割

合が多い。この傾向については，昨年度までとほと

んど変わっておらず，同じような傾向が数年繰り返

されている。 

このことから，日々実施している授業を改めて見

直し，ＩＣＴの活用を含め，主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授業改善を早急に図る必要が

ある。 
 

【児童生徒の姿から授業の工夫・改善を!】 
 

□  主体的に学ぶ児童生徒の姿を念頭に，どのように

授業を展開すればよいのかを考える。 
 

□  単元の終末に見られる児童生徒の姿（「何ができ

るようになっているか」「何ができるようになってい

ればよいか」）をしっかりと想定し，そこから指導計画

を作成する。 
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① ② ③ ④

(2) 自分たちで考えたり，

話し合ったりする授業
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(1) 先生の説明の時間が多い授業
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(3) 自分たちが発表したり，

友達の発表を聞いたりすることが多い授業
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(4) 難しい課題に挑戦する授業
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(5) 自分たちで調べて，

課題を解決する授業
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(6) タブレットやパソコン，

電子黒板等を活用した授業

 

 

 
 

□ 話し合う内容を理解して，相手の考えを最後ま

で聞き，友達の考え（自分と同じところや違うと

ころ）を受け止めて自分の考えをしっかり伝える。 
 

□ 自分の考えを発表する時に，自分の考えがうま

く伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工

夫して発表する。 
 

□ 友達の話や意見を最後まで聞く。 
 

□ 課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取

り組む。 
 

□ 各教科などで学んだことを生かしながら，自分

の考えをまとめたり，思いや考えをもとに新しい

ものを作り出したりする活動を行う。 
 

□ 話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，

広げたりする。 
 

□ 学習した内容について，分かった点や，よく分

からなかった点を見直し，次の学習につなげる。 
 

～Ｒ３全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙を基に作成～ 

授業で見たい!このような児童生徒の姿 
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 (2)  ＩＣＴの活用状況  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 人 1 台端末が整備されたが，授業におけるタブレットやパソコン，電子黒板等の活用について，児

童生徒質問紙では，昨年と大きな変化が見られない。特に，中学校においては「あまりしていない」「全

くしていない」と否定的な回答をしている割合が多い。 

６ 授業で，タブレットやパソコン，電子黒板等を

どれくらい活用していますか。教科ごとに一つ 

選んでください。 
 

 

① よくしている（週に数回） 

② どちらかといえばしている（週１回程度） 

③ あまりしていない（月に数回） 

④ まったくしていない 
 

 

一方，学校質問紙では，小・中学校ともに 90％以上が積極

的に活用した学習活動を行っていると回答をしており，児童

生徒の受け止めとは大きく異なる結果となっている。 
個別最適な学びと協働的な学びの実現には，児童生徒が日

常的にＩＣＴを活用して課題解決に取り組む学習が不可欠で

ある。児童生徒は，ＩＣＴを「文房具」として活用しながら，

主体的に考え，多様な他者と協働的に学ぶ中で，ＩＣＴ活用の

メリットを実感していく。「走りながら工夫と改善を！」の意

識で取り組むことが大切である。 

 

 

 

    小５   中１   中２ 

【国語】 
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【社会】 【算数・数学】 
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【外国語】 【理科】 
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【児童生徒にこのような「ＩＣＴ活用のメリット」を実感させよう】 
 

自分で使えば使うほど，増える！広がる！活用・発揮したくなる！ 
 

□ ＩＣＴを使うと，勉強が楽しい！    
 

□ ＩＣＴを使うと，分かりやすい！ 
 

□ ＩＣＴを使うと，自分の考えを伝えやすい！ 
 

□ ＩＣＴを使うと，みんなの意見がすぐに分かる！ 
 

□ ＩＣＴを使うと，遠くの友達とも一緒に学ぶことができる！ … 

＜学校質問紙１－⑴授業における工夫・改善＞ 
 

１人１台端末を積極的に活用した 

学習活動を行っている。 

【小学校】 
 

肯定的回答

99.4％ 

【中学校】 
 

肯定的回答

92.0％ 
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➡ 詳しくは「KagoGIGA インフォメーョン⑤」参照  

▲ 

 (3)  学校図書館・学校図書室，地域の図書館の利用  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 

(4)  インターネットを利用した家庭学習   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

・ 文書作成ソフト等によるタイピング練習や 

カメラ機能を用いた学習が可能。 

・ 課題を端末に保存すればオフラインでも学

習が可能。 
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７ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科

書や参考書，漫画や雑誌は除く）を読んだり，借

りたりするために，学校図書館・学校図書室や地

域の図書館にどれくらい行きますか。 

① だいたい週に４回以上行く。 

② 週に１～３回程度行く。 

③ 月に１～３回程度行く。 

④ 年に数回程度行く。 

⑤ ほとんど，または，全く行かない。 

    小５   中１   中２ 

８ 家庭で，インターネットを利用した学習（タブレットやパソコンでできるドリル練習，検索サイ

トを使った調べ学習など）を，１日当たりどれくらいの時間していますか。平日及び休みの日ごと

に一つ選んでください。 
 

① していない。                   ⑤ ２時間以上３時間より少ない。 

② ３０分より少ない。             ⑥ ３時間以上４時間より少ない。 

③ ３０分以上１時間より少ない。   ⑦ ４時間以上５時間より少ない。 

④ １時間以上２時間より少ない。   ⑧ ５時間以上。 
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【平日】
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小５   

中１ 

中２ 

タブレット等を活用した家庭学習については，小・中学

校ともに，平日・休日ともに，約 40％の児童生徒が「全く

使っていない」と回答している。裏を返せば，約 60％程度

の児童生徒は，何らかの形で活用しながら家庭学習を行っ

ているということになる。 
「児童生徒の学びを止めない」という考えから，端末の

持ち帰りによる学習保障に取り組み始めた市町村・学校も

出てきている。まずはできるところから活用しようとする

姿勢を大切にし，個別最適化された家庭学習が更に充実し

ていくよう，工夫・改善を図ることが求められる。 
 

 

【家庭学習でＩＣＴの活用をする際は…】 
 

□  家庭との連携を図りながら，児童生徒自らが学校の授業

の予習や復習，発展的な学習を含め，計画的に家庭学習に取

り組んでいけるよう指導する。 

 学校図書館や学校図書室等の利用について

は，学年が上がるにつれて，その使用頻度が低く

なる傾向が見られる。 
 

【学校図書館の有効活用を!】 
 

□  Society 5.0 時代において，「言語能力」はも

ちろん，「情報活用能力・課題解決能力」を育成す

ることは最重要課題の一つであることを再確認

し，授業での学校図書館活用を推進する。 

□ 課題解決に向けた調べ学習 
 

□ デジタル教材で様々な問題にチャレンジ 
 

□ 学習したことをまとめるレポート作成 等 

「個別最適化」された家庭学習

 

様々な機会を捉えて，本に親しませよう 

□ 教室に「読書コーナー」「調べものコーナー」設置 

学習内容に合わせて関連本を置き，「もっと知りたい」 

「詳しく調べたい」という気持ちを高める。 
 

□ 読み聞かせ・ビブリオバトルで「おすすめの本紹介」 

友達を通して読んでみたいと思える本に出会い，本を

通して自分や友達を知る。 
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 ２ 学校質問紙の結果概要 

(1)  授業における工夫・改善  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
学校質問紙１－⑴ 授業のめあて（学習目標）を立てている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

学校質問紙１－⑴ 授業の始めに，学習の見通しをもたせている。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校質問紙１－⑴ 授業の終わりに振り返る活動を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校質問紙では，ほぼ全ての学校が「目標の明確化」「見通しと振り返りの設定」を意識して授業を行って

いると回答しているが，児童生徒の受け止め方との差は解消されていない。 

児童生徒自身が，受け身ではなく，主体的に学習する態度を身に付けるとともに，自己調整の力を育むため

に，めあて（学習目標）を立て，学習の見通しをもち，授業の終わりには学習内容や学び方を振り返っている

と実感できる授業づくりを進めることを，再度全職員で確認し，徹底して取り組むことが求められる。 
 

【児童生徒の実感につながる指導のポイント】 
 

□ めあてを立てる… 児童生徒自身が，本時で「何を解決したいか」「何ができるようになりたいか」 

に気付く。 
 

□ 見通しをもつ  … 児童生徒自身が，既習事項等を想起しながら，課題解決の方法等を決める。 
 

□ 振り返る   … 児童生徒自身が，学習内容や方法を振り返り，自らの学びや変容を自覚すると 

ともに，次の学習への意欲を高める。 

小学校教員 
９９．８％ 

８６．０％ 

-13.8 

〔小学校〕 

  行っている    どちらかといえば行っている   どちらかといえば行っていない   行っていない 

中学校教員 
９９．５％ 

-14.5 

〔中学校〕 
８５．０％ 

小学校教員 
１００％ 

-24.2 

〔小学校〕 
７５．８％ 

中学校教員 
９９．５％ 

-26.1 

〔中学校〕 
７３．４％ 

小学校教員 
９９．８％ 

-29.9 

〔小学校〕 
６９．９％ 

中学校教員 
９９．１％ 

-36.3 

〔中学校〕 
６２．８％ 

学校質問紙に対する肯定的な回答（「行っている」，「どちらかといえば行っている」）の割合 

比較質問（児童生徒質問紙）に対する回答の全教科平均 
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(2)  各種学力調査等の活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
学校質問紙１－⑷ かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム単元・領域別評価問題の活用状況 

◎ 授業の学習課題や発展問題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 自宅学習の課題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

学校質問紙１－⑸ 昨年度までの全国学力・学習状況調査問題の活用状況 

◎ 授業の学習課題や発展問題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎ 自宅学習の課題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元・領域別評価問題や各種学力調査等の活用については，昨年度に

引き続き高い割合で活用がなされているが，「行っている」と回答している割合のみに注目した時に，中学校に

おける全国学力・学習状況調査の活用状況が顕著に低下している。 

 演習問題については，各学校において積極的な取組がなされていることが確実に結果に結び付いていると考 

えられる。活用に当たっては，短期集中で知識を詰め込むような取組ではなく，日々の授業や自宅学習の課題と

して，計画的・継続的に取り組ませ，更に学力向上を図ることが大切である。 
 

【各種学力調査等の活用のポイント】 
 

□ 演習問題から，これからの時代で求められる資質・能力が何かを把握し，授業改善を図る。  
 

□ 自校の各教科における取組状況と調査結果を照らし合わせ，効果的な活用の在り方について考える。 
 

□ 「全国学力・学習状況調査 授業アイディア例」（国立教育政策研究所）等を参考にし，授業等での 

活用場面等について考える。 

〔小学校〕 

〔中学校〕 

  行っている    どちらかといえば行っている   どちらかといえば行っていない   行っていない 

〔小学校〕 

〔中学校〕 

〔小学校〕 

〔中学校〕 

〔小学校〕 

〔中学校〕 
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学校質問紙１－⑹ 昨年度までの鹿児島学習定着度調査問題の活用状況 

◎ 授業の学習課題や発展問題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎ 自宅学習の課題として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3)  授業以外での補充指導や個別指導の充実  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校質問紙１－⑻ 授業以外での補充指導や個別指導の時間を設定して定期的に実施している。 

 

 

 

 

年間を通して定期的に取り組んでいる学校が小学校で９３．７％，中学校が８７．８％であり，中学校は前年度 

から上昇しているが，小学校は低下しているという結果が見られた。 

補充指導や個別指導を行う際には，児童生徒の実態に応じて基礎的・基本的な内容を取り上げたり，発展的な内容

を取り上げたりするなど，「個に応じた指導（個別最適な学び）」がなされるよう，取組の内容や方法を工夫する必

要がある。その際には，ＩＣＴ等も効果的に活用しながら継続して取り組み，更なる充実を図る必要がある。 
 

【補充指導や個別指導のポイント】 
 

□ 画一的な内容ではなく，「個に応じた指導（個別最適な学び）」の視点をもって取り組む。 
 

□ 補充的な学習：様々な指導方法や指導体制の工夫改善を進め，学習内容の確実な定着を図る。 
 

□ 発展的な学習：児童生徒の負担が過重にならないように配慮するとともに，学習内容の理解を一層深め， 

広げる。 

〔小学校〕 

〔中学校〕 

〔小学校〕 

〔中学校〕 

〔中学校〕 

中学校 
８７．８％ 

【令和２年度】 〔中学校〕 

中学校 
８５．７％ 

小学校 
９５．８％ 

〔小学校〕 

【令和３年度】 〔小学校〕 

小学校 
９３．７％ 

-2.1 +2.1 

  行っている    どちらかといえば行っている   どちらかといえば行っていない   行っていない 
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1 日頃の授業では，どのような活動をすることが多いですか。教科ごとに二つずつ選んでください。
① 先生の説明を聞く。 国語 小５ 中１ 中２

② 学習の手順や方法を考える。 ① 24.5% 34.0% 37.6%

③ 課題について，調べ学習をする。 ② 9.7% 6.7% 6.7%

④ 自分でじっくり考える。 ③ 6.2% 4.6% 3.9%

⑤ 自分の考えを文章にまとめる。 ④ 9.9% 11.5% 12.3%

⑥ ペアやグループで，考えを出し合ったり，教え合ったりする。 ⑤ 25.3% 18.4% 16.9%

⑦ 自分の考えや資料をもとに，話し合う。 ⑥ 10.4% 12.9% 13.6%

⑧ 互いに発表したり，説明したりする。 ⑦ 5.2% 3.5% 2.8%

⑧ 8.7% 8.3% 6.1%

社会 小５ 中１ 中２ 算・数 小５ 中１ 中２ 理科 小５ 中１ 中２ 外国語 小５ 中１ 中２

① 20.6% 37.7% 40.6% ① 21.6% 29.0% 30.5% ① 25.8% 34.3% 40.1% ① 30.3% 32.9% 32.9%

② 5.7% 5.1% 5.2% ② 12.6% 11.7% 12.2% ② 11.7% 11.6% 9.6% ② 4.9% 4.0% 4.1%

③ 23.0% 15.8% 14.9% ③ 3.4% 2.5% 2.3% ③ 11.4% 9.2% 7.4% ③ 2.9% 2.8% 3.0%

④ 10.7% 13.0% 13.1% ④ 29.7% 29.1% 26.9% ④ 10.2% 9.2% 11.2% ④ 6.1% 10.0% 10.2%

⑤ 5.9% 4.9% 4.5% ⑤ 5.0% 1.7% 1.7% ⑤ 5.6% 4.1% 4.0% ⑤ 1.5% 3.1% 4.2%

⑥ 8.8% 9.5% 11.0% ⑥ 13.0% 17.3% 18.2% ⑥ 21.7% 22.3% 19.9% ⑥ 22.3% 24.2% 27.1%

⑦ 19.7% 8.8% 5.8% ⑦ 3.1% 2.2% 1.9% ⑦ 5.5% 4.2% 3.3% ⑦ 2.2% 1.9% 1.9%

⑧ 5.4% 5.2% 4.9% ⑧ 11.6% 6.5% 6.2% ⑧ 8.1% 5.1% 4.5% ⑧ 29.5% 21.1% 16.6%

2 あなたは，次のような授業で学んでいて，どのように感じますか。
(1) 先生の説明の時間が多い授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 22.2% 9.8% 7.7%

② やりがいを感じる。 ② 54.0% 49.5% 47.6%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 19.9% 34.8% 37.1%

④ やりがいを感じない。 ④ 3.9% 5.9% 7.5%

(2) 自分たちで考えたり，話し合ったりする授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 47.3% 45.4% 43.8%

② やりがいを感じる。 ② 43.0% 46.6% 48.9%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 8.3% 6.7% 6.2%

④ やりがいを感じない。 ④ 1.4% 1.3% 1.0%

(3) 自分たちが発表したり，友達の発表を聞いたりすることが多い授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 38.7% 28.4% 26.2%

② やりがいを感じる。 ② 47.3% 55.6% 58.3%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 11.9% 13.9% 13.5%

④ やりがいを感じない。 ④ 2.0% 2.1% 2.0%

(4) 難しい課題に挑戦する授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 52.8% 45.1% 40.8%

② やりがいを感じる。 ② 32.6% 40.3% 43.9%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 11.3% 11.9% 12.6%

④ やりがいを感じない。 ④ 3.3% 2.7% 2.6%

(5) 自分たちで調べて，課題を解決する授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 56.2% 52.9% 51.4%

② やりがいを感じる。 ② 34.4% 39.0% 41.0%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 8.1% 7.0% 6.3%

④ やりがいを感じない。 ④ 1.3% 1.1% 1.2%

(6) タブレットやパソコン，電子黒板等を活用した授業 小５ 中１ 中２

① とてもやりがいを感じる。 ① 49.5% 40.2% 39.3%

② やりがいを感じる。 ② 38.2% 45.8% 48.6%

③ あまりやりがいを感じない。 ③ 10.3% 12.0% 10.2%

④ やりがいを感じない。 ④ 2.0% 2.0% 1.8%

令和３年度鹿児島学習定着度調査　児童生徒質問紙集計（県全体）
※　無回答は除いており，割合のため必ずしも合計が100％にはなりません。全体の傾向として御活用ください。
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3 あなたの学級では，授業のめあて（学習目標）を立てていますか。教科ごとに一つ選んでください。
① よくしている 国語 小５ 中１ 中２

② どちらかといえばしている ① 66.2% 60.5% 67.3%

③ あまりしていない ② 23.6% 23.8% 20.7%

④ まったくしていない ③ 8.5% 12.5% 9.4%

④ 1.6% 3.0% 2.5%

社会 小５ 中１ 中２ 算・数 小５ 中１ 中２ 理科 小５ 中１ 中２ 外国語 小５ 中１ 中２

① 64.3% 67.2% 70.6% ① 69.2% 63.7% 64.5% ① 54.8% 57.0% 60.6% ① 51.1% 53.4% 51.9%

② 24.0% 19.4% 16.5% ② 20.6% 24.1% 21.3% ② 29.5% 26.2% 23.2% ② 26.6% 29.1% 28.8%

③ 9.6% 10.4% 9.8% ③ 8.3% 9.9% 11.0% ③ 12.9% 13.5% 12.8% ③ 16.6% 13.7% 15.2%

④ 2.0% 2.9% 3.1% ④ 1.8% 2.3% 3.0% ④ 2.8% 3.3% 3.4% ④ 5.6% 3.8% 4.1%

4 授業の始めに，学習の流れを確認していますか。教科ごとに一つ選んでください。
① よくしている 国語 小５ 中１ 中２

② どちらかといえばしている ① 44.1% 40.6% 42.6%

③ あまりしていない ② 35.1% 35.2% 35.0%

④ まったくしていない ③ 17.2% 20.2% 18.5%

④ 3.5% 3.9% 3.8%

社会 小５ 中１ 中２ 算・数 小５ 中１ 中２ 理科 小５ 中１ 中２ 外国語 小５ 中１ 中２

① 37.6% 34.1% 34.8% ① 43.6% 34.0% 33.7% ① 41.0% 33.7% 31.1% ① 38.1% 36.7% 36.9%

② 37.6% 36.6% 37.0% ② 34.1% 38.4% 39.2% ② 35.9% 38.2% 40.2% ② 32.2% 37.7% 38.3%

③ 20.4% 24.6% 23.2% ③ 18.3% 23.5% 22.4% ③ 18.8% 23.5% 23.8% ③ 22.1% 21.3% 20.2%

④ 4.3% 4.6% 5.0% ④ 3.9% 4.1% 4.6% ④ 4.3% 4.6% 4.8% ④ 7.5% 4.3% 4.5%

5 授業の終わりに学習内容を振り返る活動（学習内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習に
 つなげるなど）を行っていますか。教科ごとに一つ選んでください。 国語 小５ 中１ 中２

① よくしている ① 29.8% 21.7% 20.6%

② どちらかといえばしている ② 37.4% 36.2% 35.0%

③ あまりしていない ③ 27.0% 34.0% 36.0%

④ まったくしていない ④ 5.7% 8.0% 8.3%

社会 小５ 中１ 中２ 算・数 小５ 中１ 中２ 理科 小５ 中１ 中２ 外国語 小５ 中１ 中２

① 35.3% 28.2% 26.7% ① 49.1% 34.0% 33.4% ① 33.1% 24.1% 24.1% ① 34.5% 27.9% 24.9%

② 35.4% 34.5% 34.3% ② 31.1% 36.5% 36.8% ② 34.8% 37.1% 37.3% ② 29.2% 37.3% 37.6%

③ 23.7% 29.5% 30.5% ③ 15.6% 23.5% 23.8% ③ 25.2% 31.1% 30.5% ③ 25.6% 27.1% 30.0%

④ 5.5% 7.7% 8.4% ④ 4.2% 6.0% 5.8% ④ 6.9% 7.7% 7.9% ④ 10.5% 7.7% 7.4%

6 授業で，タブレットやパソコン，電子黒板等をどれくらい活用していますか。教科ごとに一つ選んでください。
① よくしている（週に数回） 国語 小５ 中１ 中２

② どちらかといえばしている（週１回程度） ① 30.0% 12.3% 9.7%

③ あまりしていない（月に数回） ② 27.9% 14.1% 11.9%

④ まったくしていない ③ 30.9% 30.2% 36.6%

④ 11.2% 43.4% 41.7%

社会 小５ 中１ 中２ 算・数 小５ 中１ 中２ 理科 小５ 中１ 中２ 外国語 小５ 中１ 中２

① 36.8% 31.8% 31.7% ① 30.6% 23.8% 18.7% ① 32.7% 22.0% 22.0% ① 34.3% 38.1% 35.4%

② 27.1% 12.2% 10.8% ② 19.5% 12.5% 10.9% ② 24.4% 17.2% 16.9% ② 18.6% 13.4% 15.1%

③ 26.3% 18.4% 19.8% ③ 26.6% 22.2% 22.5% ③ 27.0% 23.4% 29.0% ③ 22.8% 21.7% 27.4%

④ 9.7% 37.6% 37.5% ④ 23.2% 41.4% 47.7% ④ 15.8% 37.3% 31.9% ④ 24.1% 26.7% 21.9%

７ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）を読んだり，借りたりするために，学校図
書館・学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか。

① だいたい週に４回以上行く。 小５ 中１ 中２

② 週に１～３回程度行く。 ① 6.2% 4.2% 3.5%

③ 月に１～３回程度行く。 ② 31.2% 19.8% 15.1%

④ 年に数回程度行く。 ③ 25.3% 28.0% 26.4%

⑤ ほとんど，または，全く行かない。 ④ 17.3% 21.6% 23.3%

⑤ 20.1% 26.3% 31.6%

８ 家庭で，インターネットを利用した学習（タブレットやパソコンでできるドリル練習，検索サイトを使った調べ学習など）
を，１日当たりどれくらいの時間していますか。平日及び休みの日ごとに一つ選んでください。

① していない。 平日 小５ 中１ 中２ 休みの日 小５ 中１ 中２

② ３０分より少ない。 ① 44.1% 44.2% 43.9% ① 41.0% 36.8% 36.1%

③ ３０分以上１時間より少ない。 ② 25.4% 24.0% 24.7% ② 20.4% 20.2% 21.7%

④ １時間以上２時間より少ない。 ③ 18.0% 17.1% 16.2% ③ 15.9% 16.1% 15.9%

⑤ ２時間以上３時間より少ない。 ④ 8.2% 9.9% 9.5% ④ 11.1% 12.4% 11.2%

⑥ ３時間以上４時間より少ない。 ⑤ 2.5% 3.0% 3.8% ⑤ 6.0% 7.3% 7.2%

⑦ ４時間以上５時間より少ない。 ⑥ 0.9% 0.9% 1.2% ⑥ 2.6% 3.5% 3.9%

⑧ ５時間以上。 ⑦ 0.4% 0.3% 0.3% ⑦ 1.2% 1.5% 1.7%

⑧ 0.3% 0.4% 0.4% ⑧ 1.8% 2.1% 2.3%
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１　学力向上の取組
(1) 授業における工夫・改善

(3) 全国学力・学習状況調査結果分析の状況

(4) かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム単元・領域別評価問題の活用状況

(5) 昨年度までの全国学力・学習状況調査問題の活用状況

(6) 昨年度までの鹿児島学習定着度調査問題の活用状況

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

令和３年度鹿児島学習定着度調査　学校質問紙集計（県全体）

※　無回答は除いており，割合のため必ずしも合計が100％にはなりません。全体の傾向として御活用ください。

0.0%
自分の考えを書く活動を行っている 85.5% 14.5% 0.0% 0.0%

小
学
校

授業のめあて（学習目標）を立てている 99.2% 0.6% 0.2% 0.0%
授業の始めに，学習の見通しをもたせている 89.9% 10.1% 0.0%

１人１台端末を積極的に活用した学習活動を行っている 70.3% 29.1% 0.6% 0.0%
授業の終わりに学習内容を振り返る活動を行っている 83.0% 16.8% 0.2% 0.0%

0.0%
自分の考えを書く活動を行っている 69.5% 30.0% 0.5% 0.0%

中
学
校

授業のめあて（学習目標）を立てている 95.3% 4.2% 0.5% 0.0%
授業の始めに，学習の見通しをもたせている 76.5% 23.0% 0.5%

１人１台端末を積極的に活用した学習活動を行っている 48.3% 43.7% 8.0% 0.0%
授業の終わりに学習内容を振り返る活動を行っている 74.2% 24.9% 0.9% 0.0%

　(2) 全国学力・学習状況調査結果分析の職員研修実施月（令和３年度結果公表以降に校内で最初の分析を行った研修月）

年度
実施月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

小
学
校

全職員で分析した 87.5% 10.9% 1.2%

1.4% 0.0%
中学校 70.9% 18.3% 3.8% 3.3% 1.9% 1.4% 0.5%
小学校 71.3% 17.8% 4.0% 3.6% 1.8%

0.4%
学年部や教科部等で分析した 72.3% 17.8% 1.2% 8.7%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

結果から学校の課題を明確にし，指導改善を図った 88.7% 11.1% 0.0% 0.2%
国立教育政策研究所の解説資料等を活用した 61.0% 37.0% 1.8% 0.2%

0.5%
結果から学校の課題を明確にし，指導改善を図った 73.7% 26.3% 0.0% 0.0%

中
学
校

全職員で分析した 73.7% 20.2% 3.3% 2.8%
学年部や教科部等で分析した 89.7% 9.4% 0.5%

国立教育政策研究所の解説資料等を活用した 47.4% 48.4% 3.8% 0.5%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

0.4%
自宅学習の課題として活用した 83.0% 14.1% 2.6% 0.2%

小
学
校

授業の学習課題や発展問題として活用した 76.8% 22.0% 1.0% 0.2%
単元末の復習問題等として活用した 69.5% 28.3% 1.8%

長期休業中の課題として活用した 70.1% 21.6% 4.4% 3.8%

0.0%
長期休業中の課題として活用した 76.5% 22.5% 0.9% 0.0%

0.0%
定期テスト等の問題として活用した 71.4% 27.2% 1.4% 0.0%

小
学
校

授業の学習課題や発展問題として活用した 68.7% 28.3% 2.4%

自宅学習の課題として活用した 77.0% 21.6% 1.4%

自宅学習の課題として活用した 72.7% 22.4% 3.2%

中
学
校

授業の学習課題や発展問題として活用した 80.8% 16.9% 2.3%

0.6%
単元末の復習問題等として活用した 58.0% 36.6% 4.0% 1.4%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

1.6%
長期休業中の課題として活用した 62.2% 27.1% 6.5% 4.2%

0.0%
自宅学習の課題として活用した 58.2% 34.3% 7.5% 0.0%

中
学
校

授業の学習課題や発展問題として活用した 64.8% 32.4% 2.8% 0.0%
定期テスト等の問題として活用した 49.8% 44.1% 6.1%

長期休業中の課題として活用した 55.9% 38.0% 6.1% 0.0%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

1.0%
自宅学習の課題として活用した 86.1% 11.7% 1.4% 0.8%

小
学
校

授業の学習課題や発展問題として活用した 79.8% 18.0% 1.8% 0.4%
単元末の復習問題等として活用した 68.7% 28.1% 2.2%

長期休業中の課題として活用した 81.2% 12.9% 3.4% 2.4%
授業の学習課題や発展問題として活用した 83.1% 15.0% 1.9%

自宅学習の課題として活用した 80.8% 17.8% 1.4% 0.0%
長期休業中の課題として活用した 81.7% 16.4% 1.9% 0.0%

中
学
校

0.0%
定期テスト等の問題として活用した 70.9% 26.8% 2.3% 0.0%
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(8) 授業以外での補充指導や個別指導の実施

【その他の主な内容】

(9) 管理職の学力向上に対する取組

２　校内研修について

(7)　⑷から⑹などの「思考力，判断力，表現力」を育む問題への取組状況（調査対象学年（５年）の児童について）
項　目 月１回未満 月１回 月２回 週１回以上

社　会 2.0% 10.4% 44.5% 43.1%
国　語 1.2% 5.9% 33.3% 59.6%

算　数 1.2% 5.7% 30.7%

中
学
１
年

国　語 2.8% 14.1% 47.9%

62.4%
理　科 2.0% 11.8% 42.5% 43.7%

小
学
５
年

35.2%

36.2%
外国語 2.8% 16.4% 45.5% 35.2%

項　目 月１回未満 月１回 月２回 週１回以上

社　会 1.9% 14.6% 48.4% 35.2%
数　学 1.4% 13.1% 45.5% 39.9%
理　科 2.3% 13.6% 47.9%

社　会 2.4% 12.3% 52.8% 32.5%中
学
２
年

国　語 3.3% 14.2% 47.6% 34.9%

数　学 2.4% 12.3% 45.8% 39.6%
理　科 1.9% 11.3% 52.4% 34.4%
外国語 1.9% 14.2% 47.2% 36.8%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

6.3%
その他 21.2% 11.7% 22.6% 44.4%

小
学
校

時間を設定して定期的に実施している（通年） 71.5% 22.2% 3.4% 2.8%
時期を定めて実施している（単元末テストの前後等） 57.6% 32.3% 3.8%

2.3%
その他 24.9% 17.8% 24.4% 32.9%

中
学
校

時間を設定して定期的に実施している（通年） 50.7% 37.1% 8.5% 3.8%
時期を定めて実施している（定期テストの前後等） 49.3% 41.8% 6.6%

項　目 行っている
どちらかといえば

行っている
どちらかといえば

行っていない
行っていない

教員との個別面談の際に，学力向上の取組について確認している 98.4% 1.6% 0.0% 0.0%

校長が示した学力向上プランを全職員が理解し，実践しているかを確認している 92.1% 7.7% 0.2% 0.0%
自校の学力の現状（全国学力・学習状況調査の本県の状況や過去６年間
の学力調査結果の推移等）を全職員に具体的に周知し，理解させている 84.4%

定期的に授業参観を行い，指導している 92.1% 7.9% 0.0% 0.0%

中
学
校

校長が示した学力向上プランを全職員が理解し，実践しているかを確認している 85.4% 14.6% 0.0% 0.0%
自校の学力の現状（全国学力・学習状況調査の本県の状況や過去６年間
の学力調査結果の推移等）を全職員に具体的に周知し，理解させている 79.3% 19.7% 0.9%

定期的に授業参観を行い，指導している 85.4% 14.1% 0.5% 0.0%

小
学
校

14.7% 0.8% 0.0%

小学校 中学校

0.0%

教員との個別面談の際に，学力向上の取組について確認している 96.7% 3.3% 0.0% 0.0%

その内 学力向上に関する全体研修回数（例：10） 6789 45.2 13.6 1945

平均
年間全体研修回数（例：30） 15028 30.2 4887 22.1

項　　目 回数 割合（％） 平均 回数 割合（％）

39.8 8.8
その内 授業を伴った全体研修回数（例：5） 2291 33.7 4.6 801 41.2 3.6

15.4 3.4
その内 外部講師招聘回数（例：5） 2182 14.5 4.4 835 17.1 3.8
その内 ＩＣＴを活用した授業づくりに関する全体研修回数（例：5） 2482 16.5 5.0 755

小
学
校

中
学
校

長期休業（夏季，冬季）に実施期間を決めて個々に応じた個別指導を実施

長期休業中に補充学習や個別指導を希望した生徒に対して実施

月２回，学力クラスマッチと称して基礎的学習内容の定着を図る目的で学年対抗の小テストを実施

月曜日の６校時を職員会議や職員研修以外，空きコマにし，個別指導を実施

新聞記事（コラム欄）を読み解く問題やＷｅｂ問題を活用した個別指導，添削指導を実施

放課後学習教室，放課後補充学習（３年）の実施

土曜授業日に「学習相談日」を設定し，５教科の学び合い学習を実施

第２土曜日に１時間ずつ計画的な取組を実施

昼休みや放課後に生徒の質問や学習相談への対応個別指導

登校後，すぐに各自タブレットの学習ソフトを活用し，復習

長期休業中に，勉強会や個別指導を実施

新聞記事を活用したワークシートを作成し，毎週の書く問題への取組を実施

かごしま学力向上Ｗｅｂシステム問題の家庭学習活用，後日授業の中で解答・解説

担任だけでなく，管理職や専科，少人数指導加配等で対策チームを組織。教科担当を決め，担当ごとに課題作成，採点，解説を実施

年３回（６，１１，２月）を学力向上推進月間として授業での取組

第２土曜日に学級を解体し，担任，専科，管理職が指導

土曜授業日に，全職員で補充指導や個別指導を行う時間を設定し，Ｗｅｂ問題等を実施

毎週金曜日の放課後を個別指導の日に設定

昼休み，放課後を利用した補充指導・個別指導の実施，児童からの質問や学習相談への対応

朝の活動の時間にチャレンジタイム，計算力・漢字力向上タイム等を設定し，実施
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